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プロローグ　偽りの夫婦








　豪華なホテルのホールで、盛大なパーティーが開かれている。

　ひと目で高価なものだとわかる、仕立てのいいスーツやドレスを身にまとった人々が、和やかに談笑していた。

　ウェイターは完璧なタイミングでドリンクを勧め、客たちはごく自然にそれを受け取る。

　華やかなこの空間にはどのくらいのお金がかかっているのだろう。ことさらにアピールすることもなく、ただそこにあるすべてが高級品、というのが、一般人向けではなく金持ち向けの催しであると示していた。

　それもそのはず。

　パーティーに招待されているのは、いずれも大企業の社長や重役。経済界に少し興味のある者であれば、見たことがあるような顔ぶれが並んでいる。

　テレビに出ている者は流石に少ないが、新聞やネット、様々な専門誌、機関誌などを見れば、その姿を見つけることができる。あるいは、顔こそ知らずとも、名前を聞けば聞いたことがある、という人も多いのではないだろうか。

　それほどまでに大物ばかりが集まっているパーティー。

　弓ゆみ鶴づる結ゆ菜なは、招待客の一人としてその中にいた。

　『弓鶴』と言えば、三十代の社長がたった一代で発展させ、今や世界的大企業へと成長を遂げている会社だ。

　居並ぶ各界大企業の中でも、特に注目を集めていた。

　結菜の隣では、その社長――弓鶴光こう一いちが丁寧に挨拶を受けて、それに返している。

　長身の身体に映えるスーツ。視線は鋭く、端正な顔立ち。大物が並ぶこの集まりの中でも、一際に目立っている。

　今、光一に話しかけているのは老舗大企業の社長だった。

「弓鶴くんに挨拶ができて嬉しいよ」

　言葉こそ上からだが、その態度には十分以上の敬意が感じられる。結菜も光一の妻として挨拶を受けながら、如才なく立ち回っていた。セレブなパーティーに呼ばれ、様々な大物が気を使いながら話しかけてくる。

　こんな生活、昔では考えられなかった。

「結菜、そろそろいこうか」

「はい」

　多くの人との歓談を終えて、パーティーも区切りとなったところで、光一が声をかけてくる。

　挨拶をしていたときよりも、一段階優しく聞こえる声。

　彼にエスコートされながら、結菜は会場を後にする。その間も、周囲からの視線が自分たちに注がれているのを感じていた。

　元々注目度が高く、さらに容姿端麗な光一には独身時代、様々な縁談の話がきていた。

　しかしそれらすべてをかわしていた光一は、女嫌いなのでは、と噂されていたほどだ。

　その彼が大切に思っている女性を妻に迎えたということで、結菜もよく注目を浴びていた。一体、どうやって光一を惚れさせたのか。彼に振られた女性たちが特に気にしているようだ。

　結菜は光一に連れられて、このホテルの高層に位置するスイートルームへと向かう。部屋に入ってひと心地つくと、彼はネクタイを緩めながら言った。

「お疲れ様」

　同時に、これまでの妻を気遣う夫から、他人に接するような口調の、どこか冷淡な男性へと変貌する。

「お疲れ様です」

　結菜は決して、光一を惚れさせて妻になったわけではない。

　結菜と光一の結婚は、契約によるものだった。

　新進気鋭の若社長ということで周囲から縁談を持ちかけられ続けていた光一が、それに辟易して結菜に声をかけたというわけだ。

　愛し合ってなどいない。二人の間にあるのは、利害関係だ。

　結菜と光一は仕事相手として良好な関係を築けているが、それ以上ではなかった。

　そんな偽りの夫婦関係は、契約期間の満了という形で、まもなく終わりを迎えようとしていた。







一章　　私と離婚してください








　――あと五日。

　カレンダーにつけた丸印を見ながら、結菜は頷いた。

　印のついている十一月十二日は、結菜にとって大切な日。二度目の結婚記念日だ。大切とは言うが、それは結婚記念日が楽しみだからというような夫婦らしい理由ではない。

　結菜と光一は期間限定の契約結婚を行っていた。その期間が、二年間。つまり、契約満了がその日というわけである。

　今日はその話をするために、光一に会いに行く予定だ。

　結菜は約二年ぶりとなるスーツに袖を通す。シワひとつないブラウスにジャケットを羽織ると自然と気合が入った。この二年間の生活でスタイルが変わり、ウエストは少しあまり気味なのでしっかりと締める。今日は久々にがっつりめのアイメイクを意識した。

　光一の妻として外へ出るときは、少しでも印象を柔らかくするようにしていたが、ＯＬ時代のメイクに戻すと気が引き締まる。

「よし！」

　鏡に映る、久方ぶりのピシッとした自分を見て、結菜は頷く。

　準備は万端。

　結菜は支度を終えて家を出ると、タクシーで光一の元へと向かう。

　二年前、結菜は納得した上で光一と契約結婚をした。

　光一は、一代で世界的な規模まで会社を拡大させたカリスマだ。ＣＥＯとして辣腕を振るい、容姿も優れた彼の周りには多くの女性が集まっていた。

　けれどそのことごとくに対し、彼は慇いん懃ぎんに線を引いて拒絶していった。

　それでも、彼へのアプローチが途絶えることはなかった。

　浮いた話がないため、まだチャンスはある、と思われていたのだろう。

　自らの器量だけで迫ってくる女性はマシな方で、実際は様々な企業の関係者さえ手を回してくる始末。特に企業を通しての話となれば、断るための対応にもそれなりの手間がかかる。そんな状況を面倒に感じた彼は、それなりに文句をつけづらい程度の相手を必要としていた。

　そこで選ばれたのが結菜だった。

　結菜の実家、重しげ藤ふじ家はかつて重化学工業の雄として拡大していった会社だった。とはいってもそれは結菜の生まれる前の話で、今ではかつての栄華を誇る、形だけの家柄だ。

　一応お嬢様として育てられて、それなりに不自由のない暮らしではあった。学生当時はお嬢様学校に通っていたが、今時そう穏やかで華やかな生徒ばかりではない。そのため結菜は特に目立ったりすることもなく、波風の立たない学生生活を過ごしたものだ。

　重藤家に限って言えば、なまじ家柄があるからこそ体面上は飾り立てて、中は空っぽで火の車、という有様だった。

　中学生の頃実家の状態に気づいた結菜は、自分の力で生きていけるように、と自立を目指した。

　その甲斐もあり、それなりの教養を持って成長し、家を出てＯＬとしてバリバリと働き始める。家柄なんてものはその業界では大きいけれど、ちょっと外に出てしまえばたいして意味のないものだ。実際、社内で結菜の家柄を意識していた人間なんて、ほとんどいなかった。もっとも、目立ちたくないので大人しくしていたという方が正しいかもしれないが。

　そんなわけで、一社員として大変ながらも充実した――恋とは無縁な――日々を送っていた中、降って湧いてきたのが光一との契約結婚だった。

　結婚について尋ねてくる両親に、そんな予定はないと正直に話したところ、回ってきた話だ。

　重藤家は、前述の通り決していい状況ではない。しかし、経済界でも伝統や家柄を重んじる界隈の者にとっては、まだ力のある家柄なのも事実だ。

　そこに目をつけた光一が、話を持ちかけてきたらしい。

　支払われるのは、結菜一人拘束するにしては莫大な金額。それに加えて、成長を続けている弓鶴とのパイプ。

　全盛期ほどとは言わずとも、重藤家が復活を遂げるきっかけには十分な条件だった。

　沈んでいるのが明らかなのに、見栄ばかりはらざるを得ない両親に思うところはあったけれど、不仲というわけではないし、二年間の仕事としては破格の条件だったため、結菜は納得して契約結婚を行うことにした。

　と、ここまでは良かったのだが、実際のところ、提示された生活はあまりに恵まれすぎていた。

　契約上の夫となる光一は、基本的に仕事人間だ。

　一代で世界的企業まで会社を成長させた彼は、今も最前線で腕を振るっている。彼にしかできないことが多いため、忙しいようだ。

　その結果、住宅街にある一軒家には帰らず、会社近くのマンションを借りて、そちらを主な拠点としている。

　妻として契約した結菜は、家族で住んでも十分に余裕がある一軒家に、悠々と暮らしていた。

　彼は時折、結菜の暮らす家に顔を出してスケジュールについての話をしたり、妻として様々なパーティーや会合に連れ出したりした。

　そんなときは結菜も契約上の妻らしくしっかりと働いたのだが、それ以外の時間はあまりすることがなかった。

　世界的企業である弓鶴の屋敷ということもあり、家事は人を雇ってやってもらうことになっていたし、対外的なものを除いて、結菜に仕事はない。

　条件としてはとてもいい……が、自立を目指して動き回っていた結菜にとって、時間を持てあますのは、思った以上に退屈だった。

　破格の報酬だというのに、仕事が少ないことも落ち着かない一因だ。

　これなら、光一と一緒に暮らし、もっと妻としての振る舞いを求められた方が、大変ながらも高給な仕事として充実感があったかもしれない。

　だから、二年間の契約が終わろうとしている今、結菜は契約満了で離婚をし、以前のようにバリバリ働きたいと思うようになっていた。

　今日はその話をするために、珍しく結菜から光一のマンションを訪れたのだった。

　タクシーを降りて、エントランスへ。

　弓鶴の社長が、仮とはいえ暮らすタワーマンションは、周囲でも一際目立っている。

　合鍵を使いエントランスへ入ると、磨き上げられた大理石の廊下を抜け、エレベーターに向かった。

　静音設計のエレベーターが到着すると、結菜は最上階のボタンを押す。

　速度を感じさせないエレベーターがみるみる内に昇っていくのを、ぼんやりと階数表示を見ながら確認した。

　いよいよ、あと五日だ。

　すぐにでも別れたいと思っているのも事実だが、光一のことは嫌いじゃない。むしろ、とてもいい雇い主だったし、妻として過ごした時間の中でもさり気なく気を使ってくれるなど、一個人としてもいい人だったと思う。

（けれども、それはそれ）

　契約を満了したら、結菜は自由だ。

　この先のことを考えながら、改めてインターホンを押す。すぐにドアが開き、光一本人が出迎えてくれた。

　ぴしりとスーツを着こなした、長身の男性。整った顔立ちは落ち着いており、余裕と上品さを感じさせる。それでいて瞳の奥は理知的で、鋭さを秘めている。一代で財を成す人間の多くは、エネルギッシュで型破りな印象だが、光一は違った。むしろ、生まれながらの風格を持っているようだった。今でも、こうして思わず目を引かれてしまう。

「久しぶり」

　光一は静かな声で言うと、そのまま結菜を中へと通す。

　案内されるままテーブルにつくと、光一は一度その場を離れコーヒーを淹れて戻ってきた。

　彼は結菜の向かいに座ると、その目を結菜に向ける。

　見つめる光一の瞳は、こうして向かい合うとただ冷静なだけではないように感じた。

　そんな彼を前に、結菜は毅然と切り出す。

「いよいよ、五日後で契約期限が切れます。ですからこれを」

　結菜はすでに自分の分が記入してある離婚届を差し出した。提出日もすでに記入済みで、それは契約通り五日後になっている。

「ほう……」

　それを見た光一は離婚届を眺めながら言った。

「契約は更新し得るという話だったが……なにか不満でもあったか？」

　光一の言葉に、結菜は首を横に振る。

「いえ、何も。これ以上ない条件でしたし、だからこそこうしてしっかりと期間満了で終えられます」

　光一から与えられた弓鶴グループＣＥＯの妻としての仕事は、様々な会合やパーティーへの出席やエステや運動、セレブの流行を押さえておくといった、人によってはそれそのものが憧れとなるようなものばかりだ。

　しっかりと決められたメニュー、余裕のあるスケジュール。労働に見合わないほどの暮らしに退屈や居心地の悪さを覚えていたのは、結菜自身の問題であって光一の落ち度ではない。

　体面上副業は禁止だったが、それは納得の上で契約しているものだ。

　単なる方向性の違い。だからこそ結菜はしっかりと契約期間を満了し、円満にやめようと思っていた。

「条件がいいのに手放すのか……」

　周りからは惜しいと言われるだろうし、実際結菜としても、これ以上条件のいい仕事なんてないとわかっている。

　ただ、今の結菜が望むのは条件や効率ではなく、気楽さや自由だった。

　根が庶民だということもあり、高級な食材をきっちりと調理した豪華な食事ばかりではなく、ジャンクなものが食べたい時もある。

　無為にだらだらするのだって、それはそれで贅沢な時間の使い方だ。

　もちろん、家事はいざ自分でやるとなれば面倒な時も多い。それは契約前に一人暮らしをしていたから経験で知っている。

　それも含めて、今の結菜は『転職』を決意している。

　だが……。

「残念だが、契約は延長だ」

　光一はそう言って、離婚届を突き返してきた。

　その目は先ほどとは違い、冷ややかさを宿しているように感じられた。

「な、なぜですか……」

　そんな光一の目に若干驚きつつも、結菜は引き下がらずに尋ねる。

　すると彼は立ち上がり、部屋の隅にある金庫から書類を取り出して戻ってきた。

「結婚の時に結んだ契約書だ」

　そう言った彼が、書かれている文書の一部を指差す。

　結菜のものよりも太い、男の人の指。しかしその分長さもあるため、光一の指はとても綺麗に見えた。そんな指先が指しているのは、契約の更新についての部分。

　要約すると、光一、結菜、結菜の父である重藤譲ゆずるの三者によって契約が継続、解消される、と書かれている。

　結菜の父が入っているのは、光一による資金提供が結菜の実家に行われるためだ。

「この契約に従うと、この場で『では更新はなしで』ということはできない。重藤さんの意思も確認して、ということになる」

　光一はあくまでも毅然としてそう言った。

「わかりました」

　結菜は頷く。そういう契約であるなら、まずは父に話を持っていかなければならない。

　契約の詳細について再確認を怠っていたのは良くなかったが、幸いまだ五日前。父と話して、契約期間通りに満了で終えるのは十分に可能だ。

「ひとつ確認だが……」

　光一はこれまでの冷たさを引っ込め、やや柔らかな雰囲気で尋ねてきた。

「俺や環境に問題があるわけではなく、単に期間が終わるから契約を解消したい、というだけなのか？」

　こうして意見を聞き入れようとする姿勢は、さすがだと思った。

　光一は大企業のＣＥＯで、言ってしまえば結菜は、その中にある小さな部署の契約社員だ。立ち位置が特殊とはいえ、その意見を聞いて改善しようというのは細やかすぎる。あるいは、そういった部分がないと、急速に広がる中で内部が割れて、足をすくわれてしまうのかもしれない。

「はい。あえて言えば……」

　少し考えながら、結菜は続ける。

「一人で何もせず暮らすのは、やや退屈過ぎました。もう少しすることがあった方が、私の性に合っているみたいです」

「なるほどな。ありがとう」

　光一は結菜の意見にお礼を言って、穏やかな笑みを浮かべた。普段は固い表情の多い光一が笑うと、そのギャップもあってかなり引き込まれるものがある。そういったところも、彼が人気な理由かもしれない。ビジネスの関係でなければ、思わず惹かれてしまいそうだ。

　利害の一致からの夫婦関係だとわかっているので、結菜は冷静であるように努めた。





●






　そのやり取りから数日後。母親からの連絡は、結菜を驚かせた。

「今、なんて？」

　その口から告げられた言葉を、結菜は思わず聞き返した。

「だから、もう結菜はずっとそっちにいられるって。それにしても、光一さんは本当にすごい人ね。結菜も大切にされてるみたいで良かったじゃない。結菜からも、光一さんの悪い話は聞かないし。最初はちょっと心配もあったけど、よく考えたらお見合いで結婚して上手くいく人だっていっぱいいるんだし、それも縁ってやつね。ああそう、それでね――」

　つらつらと話を続ける母の言葉は、途中から上手く耳に届かなくなった。

　光一との契約の延長が決まる――結菜はこのまま、期間を決めずに彼の妻として過ごすことになる。

　その情報が入ってきたからだ。

　契約の破棄には三者の合意が必要――つまり結菜の両親が継続の意思を見せた時点で、離婚は行えない。

　母の雑談を遮り、どういうことなのか問いただすと、どうやら光一は契約の更新に際して、結婚時以上のお金を出したらしい。

　今度は期間限定ではないので、正式な結納金として贈られたということだ。

　どうして勝手に話を進めるの、とも思ったが、両親の側からすれば、結菜と光一の結婚生活は上手くいっているし、問題がないどころか娘が二年で捨てられず、さらにお金までもらえていいことだらけ、という認識のようだ。

　なんだかんだ言ってお金に釣られたな……とは思うものの、光一からのお金で会社が持ち直し始めたことで、父がこれまで以上に生き生きと働いているという話を聞くと、あまり強くも言えない。

　それにあくまで、結菜が不幸せではないことが前提のようだし。

　たしかに、光一との暮らしについて、両親に不満を漏らしたことはない。心配をかけたくないという思いもあったけれど、単純に愚痴るようなこともなかったからだ。

　恵まれた環境なのは自覚しているし、退屈だなんて人に言えばただのわがままとしか思われないだろう。

　両親はあっさりと光一からの契約更新を受け入れた。光一の側からしても、契約更新はそう悪いことではないのだろう。元々、彼が結菜と契約し妻として迎えたのは、寄ってくる女性たちを遠ざけるためだ。それを考えると、ここで結菜を手放すメリットはあまりない。

　この二年も会社は順調に成長を続けているし、光一の魅力も衰えていないどころか、年齢を重ねたことによる色気まで出始めているくらいだ。巷では女嫌いの光一が妻を迎えたことで男としての魅力が増した、などと言われていたようだが、結菜としてはそれが無関係なのを知っている。

　自分は契約上の妻であり、そこに恋愛の要素はなかったからだ。

　光一は自分にも気を利かせ良くしてくれていたが、それは従業員への優しさや、変わった契約によって多少の後ろめたさを覚えているからだろう。

「うーん……どうしたものかな……」

　電話を切った結菜は、考え込む。光一が結菜をそれなりに有用だと思う限り、側に置いておきたがるだろう。

　結菜は真面目な方で、あくまで契約上の妻として、距離を保っている。

　女嫌いと噂で、実際浮いた話も聞かない光一のことだ。そんな結菜を、とてもありがたがっているのだろう。そう簡単に手放しはしなさそうだ。

　結菜としては『転職』したい気持ちはあるものの、光一と揉めたいわけではない。十分以上の条件を提示してくれた彼には恩もあるし、どちらかといえば好意を抱いている。

　しかしこのまま、一人で屋敷に居続けるというのも……なんとか、光一の方から契約を切ってくれればいいのだが。

「あ、そうか」

　そこで結菜ははたと気がついた。

　光一が結菜を重宝するのは、他の女性と違って、彼に色目を使ってすり寄っていかないからだ。女嫌いで潔癖と噂の光一にとって、隙あらば迫ってくるような女性は辟易する存在のはず。

「つまり、契約更新を期に、自分が気に入られたと勘違いしたフリして彼に迫れば……」

　光一にとって、結菜は用済みになるはずだ。ちょっと心苦しい気もするが、それしかない。そう難しくはないだろう。これまでの結菜は、契約として距離感を守っていただけで、光一が嫌いなわけではないのだから。

　こうして、光一に嫌われるため、彼に迫ることを決意するのだった。
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　ホテルでのパーティーを終えて、結菜と光一はそのままそのホテルの上階へと向かった。

　スイートルームに当たる部屋で高層の窓からはきらびやかな夜景が見られ、ベッドは大きなものが一つ。

　年若い夫婦だからか、こういった気の使われ方は珍しくなかった。

　普段なら少し緊張するところだが、今日の結菜にとってはむしろ好都合だ。いや、緊張はいつも以上にしているのだけれども。

　ドレスを脱ぐとシャワーを浴びて、バスローブを身にまとう。そして、ぐっと拳を握って気合を入れた。

　これから、光一を誘惑する。

　彼に積極的に迫って、鬱陶しがられるのだ。

　潔癖な印象のある彼は、淫らに迫る女には困惑するはず……夫婦だからとそのまま襲ってしまえば、すぐに契約も解除されるだろう。

　未遂に終わるとはいえ、そんなことをするのは気が引けるが、両親が乗り気になったしまった今、それしか方法はない。

　そう思った結菜は、風呂上がりの湯気をまといながら、部屋で待つ彼に声をかけた。

「お風呂、お先にいただきました」

「ああ……」

　声をかけた結菜を、光一が一瞥する。

　バスローブを着た湯上がり姿を目にした彼は、すぐに視線を外した。

　光一への誘惑を実行しようとした結菜は、普段よりも緩やかにバスローブを身につけており、かなり無防備で際どい格好だったのだが、光一は別段気にする様子もなく、立ち上がる。

（やっぱり、興味はないみたい）

　バスローブの上からではわかりにくいかもしれないが、弓鶴の妻として恥ずかしくないように、とジムやエステに通って磨き上げた身体は、それを披露する機会もないままになっている。

　これから、それを光一に晒す――のだが、改めて考えると恥ずかしさが上回り、怖気づきそうになる。

　光一に嫌われるため、淫乱になる……と言葉にするだけなら簡単だが、元々結菜はそういったことと縁遠いタイプだった。

　彼と結婚してからこそ、妻の体面としてエステやファッションにお金をかける様になっていたが、一人暮らしをしているときはこうも贅沢な暮らしなんて考えもしていなかった。

　キラキラした暮らしや男性とお付き合いするよりも、まずは自立！　という考えだったので、仕事のことを考えている方が多かったのだ。

　そんな暮らしに慣れていたからこそ、することの少ない今の暮らしに上手く馴染めなかったのかもしれない。

（でも、やらないと）

　緊張でガチガチになっていると、光一がバスルームから出てくる。

　同じくバスローブ姿になった光一。

　パーティー終わりなど、こうして一緒にホテルで過ごすことは一度や二度ではない。

　だから、彼のバスローブ姿だって何度も目にはしていた。

　長身の光一はスタイルもよく、バスローブ姿でさえも絵になるようだ。

　いつもならそれだけで済んだのだが、今日は別だ。

　この後のことを考えると、ついついその下に隠された、彼の裸を想像してしまう。

　バスローブから伸びる腕が思っていたより筋肉質に見える。くつろげた首元から覗く鎖骨や、胸鎖乳突筋に視線が釘付けになった。

　思わず、さっと目をそらす。

　この程度で恥ずかしがってちゃダメだ。この後、彼を誘惑しないといけないのに。

　そんな風に思いつつも、ちらりと彼を覗き見ては、恥ずかしさを感じてしまうのだった。

　電気を消し、二人はベッドへと横たわる。

　広いベッドは、二人並んでも十分にくつろげる。身体がくっついてしまうというようなこともない。

　普段はこのまま眠るだけだ。

　けれど今日は、そういうわけにもいかない。

（これは、必要なことだから……）

　そう自分に言い聞かせながら、結菜は光一の方へと寝返りを打ち、彼を見た。

　間近で見る光一の横顔はやはりとても整っている。目を閉じているとそのクールさが際立ち、じっと見ていると引き込まれそうだった。

「光一さん」

　それを振り払うように、結菜は半ば勢いで彼に抱きついた。

　そうして身を寄せてみると、細身の彼は、それでいて筋肉がついており、逞しさを感じる。あるいはそれが男の人というものなのかもしれない。

「どうした……？」

　突然抱きつかれたにもかかわらず、光一はいつもの調子でそう言うと、顔を結菜の方へと向ける。

　すぐ近くに彼の顔があると思うと恥ずかしくて、結菜は光一の胸元に顔をうずめるようにして逃げた。

　風呂上がりということもあり、石鹸の匂いがする。そこに混じって、ほのかに光一自身の香りが感じられた。

　心臓が痛いほど跳ね回っている。羞恥にのまれそうになりつつも、結菜はそのまま光一にしがみついていた。抱きついているというには色気の足りないそれに、光一が声をかける。

「なにかあったのか？」

　少し心配げな声で問いかけられて、結菜の罪悪感が疼いた。それも含めて、メリットを考えた上での打算ではあるのだろうけれど。

　必要以上に良くしてくれて、今もこうして、契約相手として心配してくれている光一を、これから裏切るのだ。

　その罪悪感のおかげで、恥ずかしさは少し落ち着いた。

　割り切ったつもりの結菜は、そのまま光一にまたがると、その首筋にキスをした。

（ああ、私、すごくはしたないことしてるっ）

　落ち着いたはずの羞恥心はすぐに戻ってきて、結菜の全身を熱くした。

　キスが首筋だったのは、唇は流石にまずいかな、とか、かといって頰もかなり恥ずかしいし、と日和った結果だった。

　さすがの光一も、結菜の行為がどういう意味を持つかわかったようで、珍しく驚いたような声を出した。

「君はそういうの、好きじゃないんだと思ってた」

「……っ」

　結菜の行動に驚きつつも、そういうこと自体には思ったより冷静に見える光一に、結菜は息を詰まらせる。潔癖ゆえのショックなどを感じていないのは少し安心したが、誘惑としての効果は微塵もないようだった。

　光一はただ、不思議そうにしている。

「契約が二年じゃなく、無期限になったから、なのか？」

「そ、そうです。私は、その……こういう女ですから」

　慌てつつも、丁度いいということで、その話に乗った。

（私は二年間大人しくしてただけの、こういうことが大好きで、光一さんを狙っていたふしだらな女……）

　そう自分に言い聞かせながら、彼の胸元に軽く手を這わせる。

　バスローブをはだけさせると、手を忍び込ませ肌に直接触れた。

「あっ……」

　結菜は思わず声を上げてしまう。見た目からすれば以外なほど、光一の胸筋はしっかりしている。思わず顔が熱くなるのを感じながらも、結菜はいやらしい手つきを意識しながら、その胸を撫でていった。

「ふうん。なんだか可愛いな」

　光一は結菜を見上げながら言った。彼は楽しそうにも見えたが、結菜は本能でその顔に嗜虐的な色を感じてしまうのだった。

「それで、どうするんだ？　そうやって撫でてるだけ？」

　この程度では光一の心を揺さぶることはできないらしい。結菜はもっと過激なこと、と考えると、彼の上に重なるようにして、その胸元に舌を伸ばした。

「んっ……」

　胸を舐めるというのはかなり恥ずかしいが、この姿勢なら光一からは結菜の表情が見えない。バスローブ越しに密着しているため、光一の体温や身体の硬さが伝わってきて心臓が爆発しそうだった。

　だが、この恥ずかしさに負けるわけにはいかない。

　結菜はぐっと表情を引き締めて、顔をうずめた胸元からちらりと光一を窺う。一瞬目が合ったかと思うと光一はすごい勢いで顔を背けた。

（やっぱり、効果的みたい）

　触れる程度では動じなかった光一も、やはり胸を舐めるなんて行為は許しがたいものがあるのだろう。

　様々な美女が寄ってきてもすべて跳ねのけてきた光一だ。

　こういうことへの抵抗感が強いのかもしれない。

　結菜は再び彼の胸に舌を這わせてから「契約を破棄してくれるなら、すぐにでもこの行為をやめますよ？」という思いを込めて、また彼を見上げる。

　光一と目が合い、しかし今度はそらさずに見つめられ、結菜の方が恥ずかしくなってしまう。

　それを見た光一は、予想外の表情を浮かべた。少し辛そうな、それでいて興奮を滲ませた笑みだ。

「結菜……誘ってきたのは君だからな」

「きゃっ」

　ぐるんっ、と結菜の身体がひっくり返される。あっという間に体勢を入れ替えられて、結菜は光一にのしかかられる形になった。あまりの早業に驚いていると、彼の手がバスローブをはだけさせる。

「あっ」

　反射的に胸元を押さえそうになり、ぐっと堪える。あくまで淫らに、光一を誘わないといけない。

　こういった行為が嫌いなはずの光一が胸元をはだけさせてきたのは、結菜の行動に疑問を抱いたからかもしれない。

　ここで怖気づいたら、誘いがフェイクだとバレてしまう。そうなってしまえば、もう契約を解除することはできないだろう。

（ちゃんと……しないと）

　結菜は緊張と羞恥で張り裂けそうになりつつも、余裕を装って光一のローブをさらにはだけさせる。

　直接見ると、やはり服の上から確認できるよりも引き締まった肉体だ。

　彼の胸筋に軽く指を這わせると、お返しとばかりに光一が結菜の胸へと触れてきた。

　反射的に身体を跳ねさせてしまったものの、余裕であるかのように見せるため、結菜はぐっと堪える。

　光一は窺うように結菜を眺め、彼女がじっとしているのを見ると、その両手で乳房を揉み始めた。

「んっ」

　思わず声を漏らした結菜を、光一がじっと見つめている。

　彼の手は大きく、結菜の胸を包み込んだ。形を変え、光一の指の隙間からはみ出る柔肉は、とても卑猥に見えて結菜の羞恥を煽ってくる。揉まれているとじんわりとした気持ちよさが広がってきて、結菜の余裕を奪っていった。

　このままじゃまずい。

　そう思って、結菜は光一の胸板に手を滑らせる。

　意外にも厚い胸板を撫でていると、かえって鼓動が速くなってしまった。同時に、光一自身の鼓動も激しいのが伝わってくる。

「ドキドキ、してますね」

　結菜が問いかけると、光一が口を開く。

「ああ」

　短く頷いた彼の顔を見上げても、その返事がどんな意味を持っているのかはわからない。

　緊張なのか、恐怖なのか、興奮なのか。

　潔癖で女嫌いと言われている光一だが、こうして結菜に触れている。その大きな手は、結菜に快感を与えていた。まるで、どう触れば感じるかをわかっているかのようだ。

　光一と結菜は、二年間の契約期間中、それなりに上手くやってきた。しかしそれはあくまでも契約。

　互いのことを知っているわけではない。だから、結菜自身をわかって愛撫を行っているわけではないということだ。

（でも、そしたら……光一さんは、女嫌いじゃない？）

　光一の指先は焦らすように乳輪をなぞり、もう尖ってしまっている乳房の頂点を意識させた。

「ん、あっ……」

「どうした？」

「いえ、なんでも、んっ」

　思わず声を漏らした結菜に、光一は普段と違う、嗜虐的とも思える笑みで尋ねてきた。

　その顔はこの行為に嫌悪感を抱いている様子ではなく……むしろ結菜の反応を楽しんでいるとしか思えなかった。

「あ、んぁっ！」

　乳首をきゅっとつままれて、思わず声が出てしまった。

　結菜は口を引き結んだが、光一は笑みを浮かべながら、指先で乳首を転がしてくる。

「んっ……ん、んうっ」

　指先で転がされ、軽くつままれると抵抗むなしく声が漏れてしまう。

　もうすっかりと、主導権は光一にあった。

「あ、んっ……なんで？」

「なんで？　誘ってきたのは結菜だろう？　今もほら、こんなに乳首を硬くして、触られたがってる」

「んぁっ、違っ……ああっ」

　光一は声を上げる結菜を、楽しそうに見ている。そこから視線を落とした結菜は、はだけたローブから覗く光一の胸板に視線が吸い寄せられるが、すぐにまた目をそらした。

「あ、あの光一さんっ」

「どうした？」

　なんとか主導権を取り戻そうと声をかけるものの、ローブがはだけ胸を触られているこの状態で光一に見つめられると、それだけで火が出そうなほど顔が熱くなってしまう。

「光一さんは……」

　女嫌いだったのでは、と直接聞くわけにはいかず、言葉に迷う。

　これまでの光一は、よく言えば結菜に気を使っており、見方によっては一線を引いている感じだった。

　こうなってみると、思った以上に手慣れた様子で、結菜の方が押されっぱなしだった。

　もしかして、自分が感じやすいだけなのだろうか。

　結菜がそう考えている隙に、光一は彼女の胸に顔を近づけた。

「あ、そんな、んぅっ」

　光一の舌が、結菜の乳首を舐め上げる。疑問ごと思考を溶かすように舌先が動き、結菜の身体から快感が沸き上がってきた。

「なんだか、いろいろ考え込んでるみたいだな」

「だ、だってそれは……」

　そのまま最後まで、という可能性も考えていたが、それにしたってあくまで自分が主導権を握っていられるつもりでいたのだ。

　それがあっさりとひっくり返されて、されるがままになっている。

「何を考えてるのかわからないが……そんなこと考えられないようにしてやる」

「んぁっ、や、だめっ……」

　光一は乳首を口に含むと、口内で転がした。くすぐったさと気持ちよさが混じり合い、咥えられているという羞恥が身体を熱くしていく。

「結菜は、もっとドライなのかと思ってた」

　快感が膨らんでいき、思考が白くなりつつも、光一の言葉が結菜のイメージに関わるものだということはわかった。

「ん、そんなことっ……」

　自分は、光一が思うような女ではない。

　だから契約について見直した方がいい。そう思いながら声を出すものの、気持ちよさに押し流されて、上手く頭が回らない。

「んぁ、あ、んくぅっ……光一さ、んうぅっ……」

「そんな風に名前を呼ぶな。……もっといじめたくなる」

「あ、んあぁぁっ！」

　ばっと快感が膨らんではじけた。無意識に身体が跳ね、気持ちよさが溢れ出していく。

　波のように押し寄せる快楽の中で、光一の声がすっと耳に入ってきた。

「結菜がこんなに可愛らしくいやらしいなんて。……こういう姿を俺に見せてくれるんだったら、もっと早くしてれば良かったな」

　光一はそう言うと、まだ気持ちよさでぼーっとしている結菜のバスローブを完全に脱がせる。

　白い肌が上気した、結菜の綺麗な身体が赤裸々に晒されていた。

　ショーツ以外は何も身につけていない結菜は、荒く艶めかしい息を吐いている。

　セレブの妻としてジムやエステに通わされ、磨き上げられた身体。

　そのプロポーションに光一は笑みを深める。

「結菜、ちょっと腰を上げて」

　言いながら、彼は結菜の身体を軽く持ち上げて片手で支えると、もう片方の手で器用にショーツを脱がせていった。

「あっ……」

　恥ずかしさに結菜が反応するものの、それよりも早く抜き取られてしまう。

　彼女の秘部は先ほどの愛撫でもう蜜を溢れさせており、それが結菜を恥ずかしくさせると同時に、本能の部分がこの先の行為を期待しているのがわかった。

「光一さん……」

　結菜が見上げると、同じく裸になった光一の姿が目に入った。

　スーツの上からではわからなかった、筋肉質な男性の身体。

　広い肩幅や引き締まった腹筋にも見とれてしまうが、一番目を引くのは、下腹で雄々しくそそりたっている男性自身の部分だ。

「んっ……」

　結菜は小さく息をのむ。

　それと同時に、お腹の奥が疼くのを感じた。

　湧き上がってくる期待。そんな期待を抱く自分に恥ずかしさを覚えて顔を背ける。

「結菜」

「光一さ……んんっ」

　名前を呼ばれて顔を向けると、すぐ側に迫ってきた光一にキスをされる。

　唇が触れ合うだけの軽いものだったが、離れた後もすぐ側に光一の顔があって、どきりとしてしまった。

　改めて思うまでもなく、整った顔立ち。普段は冷静なそれが、男の顔をしている。

「脚、開いて」

　優しい声に、半ば無意識に脚を開くと、彼の手が付け根へと忍び込んでくる。

「あ、んっ……ぁ……」

　光一の手が割れ目をそっと撫でると、くちゅりとはしたない水音がする。軽く割り開かれるだけで、蜜が溢れ出てくるのがわかった。

「結菜の中、かなりきついな……」

　自分のものより太くて長い指が、慎重に結菜の中に入ってくる。その指は丁寧に結菜の中を広げ、擦り上げてきた。卑猥な水音が響くと、こんなに興奮してしまっているんだと自覚させられる。

「はぁ、あ、んっ……んうぅっ！　そこ、は、ぁっ……」

　膣内をほぐされている最中に、彼の指が敏感な淫芽を軽く擦った。まだ皮の被っている状態なのに、その刺激は下腹部にきゅんと伝わってくる。鋭い快感に身体を跳ねさせると、光一が野性的な笑みで見つめてきた。

「すごく敏感なんだな。触れた瞬間、締め付けがきつくなった」

「い、やぁ……」

　自分以上に身体のことを把握されて、恥ずかしさに顔を両手で覆った。光一に対して無理やり性行為を迫ろうと決心したときから、こういう羞恥は覚悟していた。だけど、まさか逆転されるだけで、ここまで何もできなくなるとは思ってもみなかった。

「あっ、ん、くぅっ、光一さ、んあ、んあぁぁっ」

「いつまでそうしていられるかな」

「あっ、やめ……ん、くぅ……だめ、んはぁ……ぁぁっ」

　恥骨の裏側にある敏感なスポット。自分でも触ったことのない場所をくいっと指で押されてしまっただけで、結菜は軽く達した。絶頂を迎えた下半身は自分の意識を無視して、小刻みに上下に跳ねている。止めることのできない快感の波にあてられ、結菜の思考はさらに鈍くなっていった。

「あ、んぅ……」

「ああ、もう我慢できそうにないな。でも良かった」

　快感の中、安心しているような光一の声に、結菜は顔を隠す手を外して「何がですか……？」と彼を見ながら尋ねる。唇を淫靡に歪ませ、唇をぺろりと舐める姿を見ていると、再び欲望が沸き上がってくるようだった。

「今日、結菜がこうして誘ってきてくれて。これからは、もう我慢する必要もないんだな」

　そう言った光一の雄竿には、いつの間にか避妊具が着けられていた。サイズが合っていないのか、彼のものが大きすぎるのか、亀頭からエラの部分、幹から根本までくっきりと雄々しい形を顕にしている。

　逞しいその猛りが、ゆっくりと近づいてくる。結菜はそれを眺めながら、これまで以上の疼きを感じていた。先ほどほぐされた結菜の女筒は、光一の雄幹を求めている。

「いくぞ……」

　はしたなく脚を広げた結菜の入り口に、光一の剛直が当たる。なじませるように縦筋に這わせると、その刺激でも腰が浮いてしまいそうだった。先端に蜜をつけながら、ゆっくりと割れ目を押し開き、結菜の中へ入ってくる。

「んぁっ……ああっ……！　ん、んぅ……！」

　指よりもずっと逞しいその屹立が、奥を目指して埋まっていく。一気に奥へは押し込まず、勿体つけるかのように出し入れしながら進んできた。

「あ、ぐっ……、すごい締め付けだな。結菜、大丈夫か？」

「はい……。ん、あぁ……」

　みっちりと身体の内側を押し広げられる感覚に満たされながら、結菜は頷いた。

　自分の中に、光一のモノが入っている。

　大きな雄竿の異物感は確かにあるものの、十分に感じていたためか、想像していたほどの痛みなどはなかった。それどころか、内側を擦られる快楽に、はしたないほど愛液を溢れさせてしまう。

「そうか」

　光一は腰を止め、結菜の頰を撫でた。彼の手が優しく触れると、温かさと気持ちよさが感じられる。繫がっている内側が無意識に動き、より深い快感を求めているかのようだった。

「はぁ、あ、んぁっ……」

「結菜……」

　光一の声は少し掠れ、淫靡なものに聞こえる。その表情はわずかに歪み、色っぽい。

（私の中で、感じてるんだ……）

　今日初めて見せた彼の野性的な表情も意外だったけれど、こうして余裕のなさそうな表情を見るのもまた、初めてだった。

　光一は結菜を気遣いながら、ゆっくりと腰を動かしていく。その雄幹が往復する度に、嵩高の漲りが内襞を擦り上げて快感を生んだ。

「んくっ、あ、はぁ……」

「もっと、声を聞かせてくれ」

「あっ、ん、くぅっ！　や、だめ、あぁ……」

　光一は身体を落とし、繫がったまま結菜の胸へと顔を下ろしてきた。その舌先が、乳首をくすぐるようになぞっていく。それ自体の気持ちよさに合わせて、内側にあたる陰茎の角度が変わる。

「や、そんな、同時に、んっ……」

　緩やかな律動は徐々にペースを上げ、それに合わせて舌先もせわしなく動くのだった。夫婦らしい行為に流されたわけではないが、男として自分を求めている光一の姿に、彼の魅力をより強く感じるような気がした。

　これまではただの契約相手だった彼に、別の感情が湧き上がってくる。それを促すように、光一の剛直は、結菜の中を突き上げてきた。

「んっ、あ、んくっ……光一さん、んっ……」

「結菜、こっちを」

　胸から口を離した光一が、結菜の顔を覗き込む。

　はしたない顔を見られる気恥ずかしさを覚えると同時に、眼前にある光一の顔もまた普段は見せないようなベッドの中だけのものになっていた。

「んぁ、光一さん、これ……あ、んぁっ、ああっ！　私、こんな、ん、くぅっ、あ、ああぁぁっ！」

「そんなに締め付けられると……っ」

　切羽詰まった声に愛しさが込み上げてくる。光一は腰の動きを速め、結菜の中を何度も往復した。その律動は結菜の内襞を擦り、責め立て、これまで以上の快感として襲いかかってくるのだった。

「んはぁっ！　あ、あああっ……！　や、だめ、わからなく、ぜんぶ、あっ、あぁ……んあぁぁぁぁっ！」

　ぐっとのけ反って絶頂した瞬間、ぎゅっと強く抱き締められる。快感で白くなる頭の中で、彼の大きな身体と体温を感じた。

　結菜の中で光一の雄竿が数度脈動する。避妊具越しでも、光一が果てたのだとわかった。

「結菜……」

　光一は結菜を抱き締めたまま、優しくキスをする。愛おしそうに頭を撫でながら、ついばむように口づけを繰り返した。

　こんなに胸が温かくなるようなキスを受け、快楽も与えられてしまったら何も考えられなくなる。ただ言えることは、彼の側が心地よいということ。

「光一さん……」

　何が目的だったかも忘れ、快楽の波と不思議な安心感に満たされながら、結菜は意識を手放したのだった。
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　嫌われて契約破棄を受け入れてもらうはずが、予想に反して積極的だった光一に返り討ちにあってから数日が過ぎていた。

（あれは夢だったのかな……いや、そんなはずないか）

　翌日、目が覚めた結菜に対して、光一はいつものように丁寧な態度で対応していた。

　決して昨夜のような、野性的な振る舞いをすることはなかった。

　光一からの身体を気遣うような言葉に、結菜は昨夜を思い出して一人身悶えてはいたけれど。

　彼は誘惑した結菜を嫌がることなどなく、変わらない様子を見せていた。

　パーティーに参加し、そのままホテルに宿泊する際はいつも同じように、朝になると結菜を家へと送り、自分は会社か、会社近くのマンションへと戻っていく。

　違いといえば一つくらい。

　家に着いた時に、一人で何もしないのは退屈、と言ったことに対して確認を取られたくらいだ。

　だから、もしかしたら今後はなにか変わるのかもしれない。

　今は妻としての振る舞いを求められるため、相応しさの一環としてあまり動くことができない状態だ。

　家の中ででもできることが増えれば、環境は変わっていくだろう。

　当初狙っていた契約破棄とは違う形だが、それならそれでもいいのかもしれないな、と結菜は思った。

　そんなある日、電話で連絡を入れてから、光一が家に帰ってきた。

　基本的に彼はマンションで暮らし、必要なものはすべてあちらに置いてあるので、とても珍しいことだ。

　大体はパーティーなどの際に迎えにくるくらいなのだが、今日はそういう用事もないらしい。

　結菜に話がある、ということだったので、彼女は少し期待していた。

　なにかできることが増えるのか、それともやはり、この前のことが原因で契約破棄になるのか……そんな風に思いながら、光一とテーブルで向かい合う。

　家事代行の人がお茶を淹れてくれて、そのまま仕事を終えて帰っていた。そのため、今この家には二人きりだ。

　あの日以来。

　こうして向かい合ってみると、やはり気恥ずかしさを感じてしまう結菜だった。

「この前、一人でここに住んで、することがないのは退屈、と言っていたよな」

「はい……」

　おそらくは本題だろう話を切り出した光一に、結菜は頷く。

　まだあの夜のことがちらついて恥ずかしさを覚え、彼の顔をまっすぐに見られなかった。

　ちらちらと様子を窺うようになってしまう。

　今日の光一は、いつも通りのクールで涼やかな顔だ。

　相変わらず見とれそうなくらい整った顔立ちに、落ち着いた様子。

　この前のことなんてなかったのではないだろうか、と思うくらい、いつも通りだった。

　対して結菜は、明らかに挙動不審だ。

　ちらちら彼を見ては、恥ずかしげに目をそらす。

「しかし、立場上外へ出て働いてもらうとか、派手に遊び回ってもらうわけにもいかない」

「はい」

　それは、結菜にもわかっていることだった。

　そんな彼女を、光一が見つめる。

　光一が結婚相手として結菜を必要としたのは、彼に群がる様々な結婚話を遠ざけるためだったが、誰でも良かったわけではない。

　文句を言わせないだけの家格があればなおいいが、それ以上に他の者と同じように光一の妻という立場にこだわりすぎないこと、それでいて大企業の社長である弓鶴光一の妻としてふさわしい振る舞いができることが必要だった。

　光一は一代で財を成した成功者だ。

　その分、敵も多いし僻みによる羽虫の数は、逆恨みみたいなものから無関係な相手まで数え切れないほどだ。

　そういう有象無象に付け入られる隙は少ない方がいい。

　一見華やかなセレブ妻として誰もが羨むような暮らしを見せているが、反面制限も多い。

　そういった生活をこなせるのは、セレブ妻に憧れるようなタイプではなく、もっとドライで自立したタイプだ。

　と、そういったところから、光一が選んだのが結菜だった。

　結菜自身、環境に比して少し変わったタイプだと自覚していたので、光一にとって他の人より都合が良かったのだろう、というのは理解している。

　実際、結菜は二年間の契約中、その役割を全うしていた。

　だからこそ光一も契約期間を延長したのだ。

　と、結菜は思っていた。

　それは半分ほど正解で、半分間違っていたのだが。

　光一の考えがわかっていない結菜が、そこで取ったのが先日の誘惑作戦だ。

　女性を避けるために契約結婚を行い、自分のいる家には寄り付かず、その最中に遊んでいる様子もない。

　おそらくは女性嫌いな光一にとって、妻だからとベタベタしてくるタイプは、好みから外れるはずだ。

　光一に魅力を感じ、かまってもらいたがる女性なら山ほどいる。

（うぅ……）

　そんな彼を誘惑し、そのまま寝てしまったことを思い出し、結菜は恥ずかしさに身体を縮めた。

　誘惑して主導権を握るつもりが、あっさりとひっくり返されてされるがままになってしまった。

　途中からは契約のことなど忘れて、ただただ感じさせられてしまったのも、結菜としては振り返って恥ずかしい部分だった。

（光一さんは、女嫌いじゃなかったのか、それとも……）

　誘惑してきた自分に、応えてくれただけなのか。

　あのときはそれどころじゃなかったけれど、後で振り返ってみればそう考えることもできる。

　そこまでして自分と契約していたいというのなら、それに応えようという気持ちが出てきた部分もあった。

「だから少しでも退屈が紛れ、生活に変化が出るように……これからは、俺もここに住むことにした」

「はい……えっ？」

　頷いてから、思わず疑問の声が上がる。

　光一がマンション暮らしなのは、会社に近いから。

　それほど仕事に打ち込んでいたからだ。

　驚いた様子の結菜を見て、光一の表情が僅かに緩んだ。

　身体を重ねたせい――ではないかもしれないけれど、これまででは気づけなかった光一の変化を見つけて、結菜はなんだか新鮮な気分になった。

　と、同時に、たしかに光一と暮らすことになれば、今のような一人ぼっちの退屈はなくなっていくだろうな、と思えた。

　もちろん、彼には仕事があり、家にいる時間はそう長くないだろう。

　けれど広い家に一人だったときに比べて、そこに誰かがいるというのはそれだけで大きなことだ。

「流石に、他の人間を呼ぶわけにはいかないからな」

　そう言った光一に、結菜は小さく頷いた。

「はい。でも、お仕事は大丈夫なんですか？」

「ああ。それはなんとかする。前と違って業績も伸びてきたし、俺が会社に詰めすぎるのもよくないからな」

　光一はいつも通りの冷静な顔でそう言うと、結菜を見つめた。

　そして小さく漏らす。

「この前といい、これからといい……契約を更新してから……なんだか本当の夫婦になるみたいだな」

　そんな光一の言葉に、結菜の顔が赤くなる。

　この前のことを持ち出されたこともあるが、言われて改めて意識すると、その通りだったからだ。

　これまでは契約関係として、仕事の距離感で接してきた。

　同じ家で暮らしていたわけではないし、あくまで弓鶴光一の妻として振る舞い、社交の場に出るという仕事だった。

　しかし一緒に暮らすとなると、それも少し変わってくるだろう。

　それに先日の行為は……明らかにビジネスではない。少なくとも、結菜にとっては。

「よ、よろしくお願いします」

　そう言って、頰を染めた結菜を見て、光一は「……ああ」と小さく頷いた。

　一緒に暮らすと退屈しなさそうだが、果たして大丈夫なのだろうか。

　そんな風に疑問を抱いている結菜は、同じように自問自答をしている光一の内心には、気づかなかったのだった。
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　そうと決めれば行動に移すのが速いのも、光一が成功してきた理由の一つだった。

　彼は早速結菜と一緒に、一軒家で暮らし始める。

　昼間はもちろん仕事でいないのだが、夜になるとしっかりと帰ってくる。

　光一がいることで生活にも変化が生じて、退屈に感じていた結菜も、新鮮さを感じることができた。

「おかえりなさい」

「ああ、ただいま……なんだか不思議な感じがするな」

　帰ってきた光一に声をかけると、彼はしみじみと言った。

「これまで、家に帰って人に出迎えてもらうことなんてなかったからな」

　光一が会社そばのマンションに住んでいたときは当然一人暮らしで、家事代行以外で人が出入りすることもなかったらしい。

　人と会う場合も大抵は外だし、それ以外は会社にいることが多かったというのだ。

　一代で世界的な企業まで会社を成長させるのは並大抵のことではないので、それも妥当なところなのだろう。

　学生時代から自立を目指し、ＯＬ時代は一人暮らしをしていた結菜が支えていたのは自分ひとりの生活だが、光一が背負っているのは会社そのものだ。

　ジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めている光一の姿を結菜は眺める。

　普段はクールで怜悧な印象の彼だが、仕事モードからオフになると少し空気が和らいで感じられた。

　彼のオフの姿を見られる人間はとても少ない。

　こうして一緒に暮らしていると、やはり光一も人間なんだな、と安心できる。

　外から見ている彼は、有能でバリバリ働くがひたすら仕事漬けの処理マシーンみたいな印象だからだ。

　判断が的確で理性的だからこそ、尚更機械のように見えてしまう。

　そんな彼も、スーツを脱げば普通の男性なのだ。

　ネクタイが緩くなり、毅然とした印象から離れた光一を見て、そんなことを思った。

　着替えを済ませるため、彼は自分の部屋の方へと向かっていった。

　白いワイシャツに広い肩幅の後姿を見送る。

（本当に、夫婦みたいだな）

　当初は、住む場所も別々だったし、完全に契約上の関係で、夫婦という感じはこれと言ってなかった。

　光一はそのあたりとてもドライだったし、結菜としてもいきなり彼と住むよりも、その方がやりやすかった。

　結果としては変化がなさすぎて辛かったが、自由だった一人暮らしからいきなり、ほとんど知らない男性と一緒に暮らすとなれば、気疲れもしただろう。

　恋愛関係でも深い友人関係でもないのに一緒に暮らして、それを喜ばしく思えるのは、この二年間で彼の誠実さや、冷徹に見えてしっかりと気を使ってくれるところを知ったことや、何もさせてもらえない生活の退屈さを知ったからだった。

　そういう意味でも、このタイミングで同居になったのはベストだったと言えるだろう。

　熱々の新婚のように甘い雰囲気はないけれど、光一とは程よい距離感で暮らせている。

　それはある種、夫婦らしくもあった。

　そう考えた結菜は、ふいにあの晩のことを思い出して、顔を赤くしてしまう。

　勢いや様々な思惑があったとはいえ、最終的には気持ちよくなっていっただけだ。

　この家には大きなベッドが一つだけであるため、結菜と光一は一緒に寝ている。

　これまでもパーティー後のホテルなどに同じベッドで寝てはいたが、一度身体を重ねた後は、かえって意識して恥ずかしくなってしまっていた。

　回数を重ねるわけじゃないから、慣れないのかもしれない。

　そんなことを思って、まるでまたされることを期待してるみたいだ、と結菜は小さく首を横に振る。

　内心では期待している部分があるからこそ、あくまで契約結婚であって、そういう関係ではないのだ、と自分に言い聞かせた。

　戻ってきた光一と一緒に食事をとる間も、その後少しのんびりとリビングで過ごす時間も、変に意識してしまうのだった。
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　夜。

　暗い部屋のベッドの中で、光一は横で眠る結菜へと目を向けた。

　彼女は穏やかな寝顔で、小さく寝息を立てている。

　普段はきりっとした印象の彼女だが、寝顔は随分と幼く見えた。

「んっ……」

　かすかに身じろぎをして、その唇から声が漏れる。

　光一はそんな彼女の寝顔を眺めながら、考えていた。

　当初は二年間という話だった契約を、光一は更新するつもりでいた。結菜は光一が想像していたよりもずっと、契約上の妻としてしっかりとやってくれてとても助かっていたからだ。

　しかし、結菜からは離婚を切り出されてしまう。光一にとってはかなりの驚きで、とっさに「親との三者契約だから」とその場をごまかしてしまった。

　その後、すぐに彼女の両親に話をしにいき、改めて結婚生活を延長できるよう頼んだのだった。

　互いに契約として結婚していた二年間の内に、真面目で努力家な結菜に、光一は惹かれていた。

　立場上、光一には多数の縁談が持ちかけられており、それを逐一断っていくのが面倒だった、というのが契約の大きな理由だった。

　個人的なアプローチはまだしも、会社レベルのこととなると断りを入れるにも面子がどうの手順がどうのといったことを気にせねばならず厄介だし、なるべく角が立たないように断ったところで、どうしても敵が増える。

　それなら最初から割り切ってくれる相手を探すのが確実だ。

　弓鶴光一の妻、というのは華やかな立場である反面、そう誰にでも務まるものではない。

　パーティーやエステ通いなど、セレブ妻として一見多くの人が憧れそうな暮らしだが、相応の振る舞いが求められるし、贅沢な暮らしに溺れきってもダメだ。

　光一の妻として見られる以上、派手な暮らしに憧れるだけの頭が軽い者や、セレブ妻という立場がほしいだけの強欲な女性では、光一自身の評価が落ちていく一方。

　決めるべきところはしっかりと決められるだけの、知識や頑張りが必要なのだ。

　そんな中で、お嬢様育ちながら元々自立しており、光一にアプローチをかけてくるわけでもない、そして家柄もいい結菜はまさに理想的だった。

　大企業の社長という肩書きに群がってくる者や、縁を作ろうとする他企業が送り出す容姿ばかりの者では務まらない。

　毎日出社して働くというわけではないが、会社の印象を左右する大役でもあるのだ。

　それに、結婚という形で光一に縛られることになる。

　そのため、光一の側も重要な仕事として、相応に敬意を払っていた。

　家に縛り付ける分、その暮らしが快適なものになるように調整した。

　その中で、結菜は期待以上に頑張ってくれていたのだった。

　最初は、そのことに好印象を抱いたくらいだったが、そうして過ごしていく内に、いくらでもサボれるのにしっかりと頑張ってくれる真面目さや、さまざまなアプローチに辟易していた光一に適切な距離で接してくれる気遣いなど、彼女のいい点が多く見えてきた。

　加えて、エステや運動でその容姿が磨かれていくのも合わさって光一はすっかりと彼女に惹かれていたのだった。

　最初に契約だと話して、割り切った関係を求めた都合上、あまり自分から積極的には動けないけれど。

　これまでは、本気で誰かに惚れたことなどなかった。相手側からぐいぐい来られることが多かったのも理由の一つだろう。

　そのため結菜に対しても、距離の詰め方がわかっていない。自分でももどかしく感じることが多かった。それに、彼女はあくまで契約をお願いした相手。

　その気持ちが自分に向いているというわけではないのだ。

　だから、彼女が自分から誘ってきてくれたときは、とても嬉しかった。

　契約だから、と距離を詰めあぐねていたのは、お互い様だったのだと思った。

　今では女嫌いだの潔癖だのと言われていることが多いようだが、それは地位や金目当てですり寄ってくる者ばかりになったから遠ざけていたのと、会社を拡大していくにあたって仕事の方に集中してしまった結果だ。

　実際の光一は、別に女嫌いでもなんでもない。ただ、もう自分の目は結菜以外には向かないから、周りからの誤解がとけることはないだろう。だが、それで問題なかった。

「結菜……」

　小さく呟いて、彼女の頰を撫でる。

「んっ……」

　と小さく声を漏らした彼女は、寝返りを打って光一に近づいてきた。

　今まではなかったその反応に、嬉しくなってしまう。

　当初は、夫婦として同じベッドに寝ていても、やはり緊張していたのか睡眠中すら近づくことはなかったのだ。

　それが今では、自然な感じで一緒に寝て、こうして無防備に彼女から近づいてくることもある。それがとても微笑ましく、温かな気分にさせるのだった。

　それと同時に、もっと彼女に近づきたい、という欲求が膨らんでしまう。

　夫婦として暮らすためこちらに引っ越してきて、こうして隣に寝ていても、まだまだ彼女について知らないことだらけだ。

　順番はおかしくなっているが、これからはもっと彼女について知りたい。

　そして彼女を自分のものにしたい。

「結菜、覚悟しておけよ」

　可愛い寝顔に声をかけると、彼女は光一の服をきゅっと摑んできたのだった。





●






　光一と一緒に暮らすようになって、いつの間にかそれが結菜の日常になっていた。

　最初は急展開に驚きもしたけれど、光一はクールに見えてやはり優しく、結菜が過ごしやすいよう気を使ってくれている。

　元々、彼がわざわざ会社から離れたこの家に暮らすようになったのも、結菜が一人で退屈だと話したからだ。

　契約解除には至らなかったけれど、ここまでしてくれる彼の期待には応えたいと思っている。

　一緒に暮らす内に、情が湧いたのかもしれない。

　そうなってくると尚更、彼に迫った一夜のことが恥ずかしくなって身悶えてしまうのだった。

　あの日のことを思い出すと恥ずかしくなると同時に、これまでは知らなかった快楽をまた味わいたいと思っている自分がいた。

　そんな自分にまた羞恥心が煽られるのだが、それほどまでに光一との夜は結菜の中に深く刻まれていた。

　女嫌いという話だったし、彼から手を出してくることはない様子だけれど、結菜から迫れば光一はまたしてくれるのだろうか？

　そんなことを考えて期待しては、これ以上はしたない真似はできない、と思い直し、悶々とするのだった。

　現在、光一は他社との会合で、数日間家を空けている。

　そして今日、帰ってくる予定だった。

　一緒に暮らす内に彼の側にいるのが普通になって、そんな中で数日いなくなると、なんだか途端に寂しくなってしまう。

　はしたないことを考えてしまったのは、彼がいないことも一因だと思う。

　同時に、その彼が帰ってくるということで、どんな顔をしたらいいかわからなくなった。

　契約が延長になってから、いろんなことが急展開で進み、そんな暮らしが普通になって……それでも一緒に暮らす光一や自分の欲望との距離感がわからないままだ。

　結菜はそわそわとしながら、帰ってくる彼を待つのだった。

「おかえりなさい」

　数日ぶりに帰宅した光一に声をかけると、彼は柔らかく微笑んだ。

「ああ、ただいま。……こうやって結菜に出迎えられるの、なんだかすごく安心するな」

　穏やかに言う光一に、結菜の方も温かな気持ちになる。

「今までは一人で、電気のついてない部屋に帰るのが普通だったのに。数日離れただけなのに、すごく寂しかった」

「あっ、えっと……」

　他意はないのかもしれないが、自分がいなくて寂しい、と言っているような光一の言葉に、結菜は照れてしまう。

　彼の生活の中に自分がいるのだ。

　一緒に暮らす中で光一に惹かれていった結菜にとって、それは嬉しいことだった。

「結菜はどうだった？」

　そう尋ねてくる光一に、結菜は小さく頷く。

「私も、寂しかったです」

　そんな結菜を見て、光一は驚いたような顔をした後になにかに耐えるかのような表情になると、結菜に近づいて、そのまま抱き締めた。

「あ、あのっ……」

　突然抱き締められて戸惑う結菜だったが、その意識は抱き締められた彼の胸板や身体に回される腕に向いていた。

　恐る恐る、結菜も手を回し、彼を抱き締め返した。

　スーツ姿の光一がまっすぐに結菜を見つめる。

「んっ」

　そのまま軽く口づけをした。

　光一の唇を感じると、それだけで結菜の身体が熱くなった。

　彼の手にぎゅっと力がこもり、強く抱き締めてくる。

「結菜も寂しいって思ってくれたんだな」

　彼に抱き締められながら、結菜は小さく頷いた。

　一緒に暮らす中で、いい部分をこれまで以上に見られたから、というのももちろんあるが、彼に抱かれた夜のことを思い出していたせいもある。

　自分から襲っておいて返り討ちにあったのは思い出してもはしたない上に恥ずかしい話であるのだが、光一によって与えられた快楽は、それを上回るほど甘美だった。

「結菜、こっち」

　光一は結菜を抱き締めたまま、ソファーへと座り込む。

　結菜はそのまま、彼の上に腰掛ける形になった。

「あっ……」

　彼の上に座り込んだことそのものへの驚きもあるが、またがるように脚を広げた格好であることや、近くにある彼の顔を意識してしまったことで、また頰が熱くなる。

　そんな結菜を見た光一は笑みを深くした。

「可愛いね、結菜は」

　そう言って、再び抱き寄せてキスをする。

「んっ、んぅっ……」

　今度はそのまま、舌を入れてくる。

　結菜の唇を割り開いて、光一の舌が侵入してきた。

　おずおずと迎えるように伸ばされた結菜の舌に絡みつき、舐め上げる。

「んぅっ、ん、あうっ……」

　器用に動く舌先が、結菜の舌を愛撫し、くすぐったいような気持ちよさを与えていた。

　反射的に逃げそうになると、光一の手が頭に回されて、そのまま押さえられる。

「んぁ、ああっ……」

　光一の舌先が上顎のあたりをくすぐってきて、そわっとした気持ちよさに身体が震えた。

「ふぁ、あぁ……」

　舌が離れると、ぼーっとした様子の結菜を、光一が意地悪な笑みで見つめていた。

「結局、あれ以来結菜は誘ってこなかったな。どういうつもりだったんだ？」

「あ、あれは……」

　光一の目にじっと見つめられて、結菜は戸惑いながら口ごもる。

　あの日は、女性が苦手だという光一に迫って、契約を解除してもらうつもりだった。

　しかしそれを素直に言うのははばかられる。

　結菜はそっと目をそらそうとしたものの、光一はそれを許してくれなかった。

「まあいいけどな。それに……」

　光一の手が、結菜の背中を撫でて下へと降りていく。

　その手が臀部のあたりまで届くと、結菜の奥から期待がじわりと溢れ出してきた。

「誘ってはこなくても、嫌がってはいないみたいだし。やっぱり遠慮はいらなかったみたいだな」

「光一さん、んっ」

　力強く抱き締められ、彼の首元に顔を埋める。

　光一の膝に座っているため、普段より視線が高く、変な感じだ。

　密着して感じる彼の匂いは、あの夜を思い出させて結菜の身体を熱くしていく。

「結菜」

　耳元で光一の声がする。

　甘さを含んだその声が耳をくすぐり、ぞくりと結菜を昂ぶらせる。

　そして服の中に、光一の手が滑り込んできた。

　大きな手が結菜に触れ、ゆっくりと撫でてくる。

　背中から脇腹へと流れる手に、結菜はぴくんと身体を跳ねさせた。

　直接的ではないものの、淡い心地よさが広がっていく。

「結菜、手、あげて」

　光一に囁かれ、結菜は半ば無意識に従って手を上げる。

　彼の手がブラジャーのホックを外すと、解放された胸が揺れた。

「光一さん、んっ」

　そのまま、カップの内側へと忍び込み、乳房へと触れる。

「あ、んぅっ……」

　彼の手に触れられるだけで、気持ちよさが膨らんでいく。

　期待のせいか、前に触れられたときよりもずっと敏感になっている気がした。

　光一の大きな手が、結菜の柔らかな膨らみを揉みしだく。

「ふぅ、あっ……」

「結菜、すごく感じやすくなってるんだな」

　少し触れられるだけで、もう立ち上がってきてしまったその頂点を、光一の指がつまみ上げる。

「んぁっ、ああっ……そんな、ことっ……」

　少し触れられただけで、感じさせられている。

　そんな自分に恥ずかしさを感じると同時に、結菜の奥からさらなる気持ちよさが溢れてくる。

　彼の手で容易く気持ちよくさせられていることへの、はしたない興奮が沸き上がるのを感じていた。

「いいな。可愛いよ、結菜」

「耳元で、そんなこと言っちゃダメですっ……」

　彼の低い声が、じんわりと耳に入ってくる。

　それだけでお腹の奥がきゅんと疼いて、蜜が溢れ出してしまう。

　逃げるように腰を浮かせようとすると、光一の片手が腰に回り、がっしりと摑まれた。

「どうして逃げようとしたんだ？」

　そう言いながら、わかっているかのように彼の手はスカートの中に入り込んだ。

「あっ、んっ……」

　そして下着越しに、結菜の秘部に優しく触れた。

「あ、あぁ……」

　恥ずかしさで顔を覆いたくなる。

　光一の指先が、秘められた場所を軽く往復する。下着越しでも濡れているのがわかってしまっているだろう。

　羞恥に頰を染めた結菜だが、しっかりと抱き締められており、逃げることはできなかった。

　それに、少し触れられただけで、もう期待してしまっている。

　恥ずかしさ以上の興奮に押され、結菜は逃げるのをやめて、彼の上に腰を下ろした。

「光一さん、私……」

　期待を込めて見つめると、光一は一瞬だけはっとしたような表情を浮かべて言った。

「その顔だけでも随分おねだり上手みたいだけど……どうしてほしいのか、結菜の口から聞きたいな」

　意地悪に言った光一は、そのまま結菜の秘所を指先で責め、ぷっくりと膨れた花芯を擦る。

「んぁっ、あぁっ……うぅ……」

　その快楽にびくんと身体を反応させる。

　愛液が溢れ出してきて、結菜の本能が光一を欲していた。

　しかし、自分から口にするのは恥ずかしい。

　そんな風に葛藤していると、下着をずらされ、すでに溢れた蜜で濡れそぼった媚肉を直接光一の指に愛撫された。

「あっ、ん、光一さん、それっ……」

「どうした？　このまま、指でイカせてほしい？」

　くちゅり、とはしたない水音を立てて、光一の指が結菜の内側へと入ってくる。

「や、あ、んぁ……光一さんっ」

「結菜の中、すごく締め付けてきてる。ほら、俺の指をこんなに」

「ん、あぁ……くぅ、んっ……」

　秘筒を掻き回され、結菜は声を漏らす。

　指を咥えこんでしまうと、渇望がより強く結菜に襲いかかってきた。

　羞恥を上回るその欲望に、結菜の口から声が漏れる。

「光一さんっ……いれて……くださいっ……」

　そう言いながら腰を揺らすと、光一の硬いものがお尻に当たる。

「うわっ……そんなに可愛くおねだりされるとっ……」

　擦ったのは偶然だったものの、光一は切なげな声を上げ、結菜の中から指を引き抜いた。

　その指はすっかりとふやけている。

　結菜がぼんやりとそれを眺めている内に、光一はズボンをくつろげてその猛ったものを露出させた。

　熱く硬い雄芯が結菜に触れると、蜜壺からさらにじわりと愛液が溢れ出してくるのを感じる。

「あっ、んっ、光一さんっ。……んぁっ」

「結菜、ぐ、んっ……」

　光一は素早く避妊具を着けると、その雄竿を結菜の入り口へとあてがった。

「いくぞ」

「はいっ、きてっ、ん、ああぁぁっ」

　光一がぎゅっと結菜を抱き締め、身体を密着させる。

「あっ、んぅっ、くぅ。んっ」

　それと同時に、彼の剛直が媚肉を掻き分けて入ってきた。

　結菜の中を押し広げ、みっちりと埋めてしまう雄芯。

「結菜の中、吸い付いてきてるな」

「んぁ、はぁ、んっ……光一さんのものが、いっぱいっ……」

　光一がゆっくりと腰を動かし始める。

　蜜路を往復される度、嵩高のそれが襞を擦り上げ、快楽を送り込んでくる。

「はぁ、ん、あ、あぁぁっ……」

「ぐ、うっ。無理なんてしなくても、結菜は十分エッチだな」

「やっ、そんなこと、ん、くぅっ」

　指摘されて、結菜の顔がかっと熱くなった。

　あの日の言動が演技だと見抜かれていた恥ずかしさももちろんあるが、それ以上にどうしようもなく感じてしまい、それを指摘されたことへの羞恥からだ。

「俺としては、好きになった相手が淫らなのは、好ましいけどね」

「好きに……？　ん、くぅ、あふっ」

　光一の言葉に、結菜は驚きと喜びを感じる。

　好意を持っていた心と、それ以上に繫がった身体が、その喜びを表現した。

「んぁ、あ、ああああっ！」

　ぎゅっと身体がこわばり、快楽がはじける。

　視界が軽くスパークして、結菜は達した。

「はぁ、あ、あぁっ……」

「結菜、好きだ……」

「あ、ん、くぅっ……」

　絶頂の余韻に浸る耳元に愛を囁かれ、本能的に反応してしまう。

　女筒は光一の雄竿をきつく咥え込んで、逃がさないほどに包み込んだ。

「ひうっ、あっ……光一さん、あ、あぁ……」

　身体を軽く揺すられ、粘膜が擦れ合う。

　引くことない快感に押され、結菜の思考はどんどん溶かされていった。

「結菜、好きだ。結婚相手が君で良かった」

「んぁ、光一さん、んぁ、うぅっ……」

　ぼーっとした頭に光一の声が入り込んで、結菜の脳内を犯していく。

　半ば無意識に彼を抱き締めると、ぎゅっと包み込まれて、自分とは違う、彼の筋肉質で男らしい身体つきを感じる。

　光一が優しく髪を撫でる。

　その安心する様な心地よさと同時に、下半身では熱い楔が往復し、性感をさらに高めていった。

「はぁ、あっ、ん、あふっ……」

　膣襞を擦り上げられ、愉悦が結菜を満たしていく。

「結菜が感じてくれて嬉しい、けど……これはまずいな。ハマりこんで、離れられなくなりそうだ」

「あ、ん、うぅっ、私も、ですっ……」

　結菜が答えると、光一の動きが激しさを増した。

「んぁっ、あっ、光一さん、ん、それ、奥、んくぅっ！」

　身体が密着し、雄竿は結菜の奥深くを抉るように往復した。

　前回の行為では、これまでにないほど肉体の気持ちよさを感じさせられた。

　誘っておきながら逆転され、どうしようもないまでに高められてしまった。

　今回もそれは同じだが、前回と違い愛を囁かれ、心まで彼の魅力にとらわれてしまう。

「あふっ、ん、くぅ、あぁっ」

「結菜、愛してる……んっ……」

　耳元で聞こえる光一の言葉と、艶めかしい吐息。

　それは結菜をより深く悦楽へと導いていった。

「ぐっ、ふっ……」

　淫猥な音に混じって、光一の吐息が届いてくる。

　律動の度に快感は増し、何も考えられないほどだ。

「すきっ……好きです、光一さんっ……」

「結菜っ、俺もだ。好きだ」

「んはぁ、あっ、くぅ、あぁぁぁぁぁっ！」

　結菜は再び絶頂を迎え、全身を貫くような快楽に身体を跳ねさせた。

　それに合わせて、光一の雄幹も脈動し、結菜の中で達したのがわかる。

　全身で彼に抱きつくと、女洞の中にある彼の形が感じられる。

　結菜はぐっと身体を密着させ、奥でしっかりとそれを確かめた。

「うっ、ああ……」

　艶っぽい声を光一が漏らす。

　普段の彼からは出ない声が、結菜を満たしていった。

「はぁ……あぁ……本当、これはまずいな」

　光一そう呟くと、結菜の身体を持ち上げて、雄芯を引き抜いた。

　結菜はまだ余韻でぐったりとしたまま、彼に抱きかかえられる。

「やっぱり、ソファーじゃ狭いな。結菜、ベッドにいこう」

　お姫様だっこで抱えられたまま、結菜は小さく頷いた。









三章　本当の夫婦に








　一緒に暮らすようになって、結菜と光一は良好な関係を続けてきた。

　そこからさらに身体を重ね……今では元が契約結婚だったということを忘れるくらいに、甘い時間を過ごしている。

　随分と遠回りだった気もするが、結果的に、二人の場合はこれで良かったのだ、と思うようになっていた。

　また、光一は結菜との時間を作るためにも、仕事漬けの生活を改善するようになった。

　元々、立ち上げた当初ならともかく、成長を遂げた大企業ともなれば、一人の力だけで回していくのは無理が出てくるものだ。

　カリスマとして表に出る、アイコンとしての仕事は光一にしかできないが、実務については分担して、組織的に行える方が不測の事態にも対応しやすい。

　わかっていることなのだが、自分でやった方が速いし、仕事は好きだし、ということでこれまではそれを先送りにしていたのだった。

　しかし、結菜と暮らすようになって、しっかりと時間を作ろうとしたことで、その問題も解消してきている。

　最初こそ少し大変だったが、中長期的に見ればこの方が良かっただろう。

　仕事の方もより順調で、結婚生活はこれまでを取り戻すかのように彼女との時間を過ごすことが多くなった。

　光一の悩みといえば、結菜に溺れすぎて仕事に支障が出そう、といったのろけきったものだった。

　そんな風に順調すぎる生活の中、光一は父親に呼び出されて、彼の元を訪れていた。

　光一の実家は都会からは離れた位置にある。

　懐かしい景色が広がる大きな道を抜けた先の、やや古めかしい日本家屋だ。

　周囲の家と比べても大きく、広い庭が広がっている。

　その後ろに広がる山も含めて、弓鶴家の土地だった。

　光一はお手伝いさんに案内され、父の待つ部屋へと向かう。

　最近では料亭ぐらいでしか縁のない畳は、実家ということもあってか、やはり懐かしさを感じる。

「光一、帰ったか」

「お久しぶりです」

　光一と父は、ひとしきり挨拶を交わす。

　最近では忙しく、会う機会もなかなかないものの、父との関係は良好だ。

　互いの近況などを和やかに話し合う。

　父は光一の成功と、その会社が順調であることを喜んでくれる。

　そしてここ最近は、働き詰めの自分を見直したことを話すと、一層深く頷いた。

「いつまでも、無理ができるものではないしな」

　父にとってはいくつになっても子供だろうが、光一も三十を超えた。

　彼自身の容貌こそ若々しいものの、二十代の体力がいつまでも続くわけではない。

「光一自身の負担も減って……会社の方も順調みたいだな」

「ええ。最近は家にいる時間も増えました」

　元はといえば結菜と過ごす時間を確保するためのものだったが、流石に父親相手にのろけるのは気恥ずかしい。

　結菜といるときの態度こそ変わったものの、基本的に外ではこれまでと変わらない、冷静で落ち着いた光一のままだ。

　そんな彼に、父は言った。

「それなら、そろそろちゃんと家庭を持ったらどうだ？　今のような契約ではなく、普通に結婚をするんだ。もう、会社も落ち着いているのだろう？」

　元々、父親には契約結婚のことを話してある。

　それは親だから、という理由もあるが、契約結婚自体が主に会社のためで、光一は会社立ち上げの際に、父から資金援助を受けていたからだ。

　今では世界的な大企業に成長し、その際に借りた資金はすべて返しているし、株式上での繫がりもない。

　しかし、それでも恩はあるし、そう無碍にはできない意見だ。

　主な理由である会社のため、というのは、光一に依存する部分が減り、プライベートを確保できたことで半ば解決されている。

　もちろん、人を選ぶ必要はあるが、かつての様に契約としてきっちりと線を引く必要はなくなっていた。

　であれば、普通に家庭を持つ、というのも選択肢としてありなのは、光一も理解できた。

　実際のところ、既に結菜との関係は契約上のものではなくなっているのだが、父親はそのことを知らない。

「それですが……結菜と結婚生活を続けます」

「光一」

　父親は渋い声を出した。

　それに対して、光一は首を横に振る。

「契約としてではありません。確かに最初は契約でしたが、今は互いに好意を抱いて、夫婦として暮らしています」

　光一は冷静にそう言ったものの、これまでの彼を知っているからこそ、父親は言い聞かせるように言った。

「たしかに、お前たちは上手くやっているのかもしれん。元々結菜さんはしっかりした人だったし、問題はないだろう。しかし、そういうことではないのだ」

　光一がどう言おうか迷っている間に、彼は続ける。

「今のお前としては、仕事漬けではなくなったとはいえ、面倒な家庭を築くよりも、結菜さんと夫婦生活を続ける方が都合がいいのだろう。これまでは対外的なアピールの意味でも、それが必須だった。しかしもうその必要もないのだろう」

「それはそうですが、会社のことは関係なく、俺が結菜と一緒にいたいのです」

　そう言うものの、これまで色恋にはあまり関心を示さず、理詰めの判断ばかりしていた光一だ。

　そのことを知っている父親には、今回のことも煩わしさを回避するためだと思われたのだろう。

「それに……お前はまだいいだろう。どのみちそういう判断になるのかも知れない。だが結菜さんの方はどうだ？　既に二年も拘束していて……ずっとそうするつもりか？」

　父親の問いに、光一は力強く頷く。

「結菜とは、一生を共に歩むつもりです」

　心からの言葉だったが、父の反応は芳しくない。

　光一はもどかしく思うが、父の勘違いもこれまでの自分を考えれば十分にわかることなので、対応に困る部分があった。

　今の結菜と光一の様子を見れば父親もすぐに納得するのだろうが……。

　結菜とともに改めて結婚の意志を伝えたところで、光一への印象を固定してしまっている父は「結菜が合わせてくれている」と受け取るだけだろう。

　もう一手、説得材料がいる。

　そう考えたものの、ビジネスとは違う、親族の心情に関する問題であったため、すぐには答えを出せなかった。

「結菜さんとも話し合って、ちゃんとした結婚相手を探しなさい」

　丁寧であるからこそ有無を言わさない様に、父が言った。

　この場で彼を納得させることはできないな、と光一は諦めたのだった。

　とはいえ、結菜とは既に本当の夫婦として暮らしている。

　父が勘違いしたままでも、直近で困ることはないのだが、あまり無碍にするのもはばかられる。

　ひとまず結菜にも相談してみよう、と思いながら、光一は実家を後にするのだった。





●






　帰ってきた光一を結菜が出迎えるのも、すっかりいつものことになっていた。

　今日は珍しく実家へと呼ばれていた光一だったが、滞在時間はそう長くなかったようで、仕事のときよりも早い帰宅だ。

「おかえりなさい」

　そんな彼を玄関先で出迎えると、光一がさっと彼女を抱き締める。

「ただいま」

　そして軽くキスをすると、二人でリビングへと向かう。

　見ている方が胸焼けしそうな甘ったるさも、もう普通になってしまっている。時折ふと客観的になって恥ずかしくなるときもあるけれど、それ以上にいちゃついていたい気持ちが強かった。

　とはいえ家の中だし、ＴＰＯはわきまえている。

　むしろ外ではきっちりとしている反動なのかもしれない。

　光一は最初の印象からも冷静できちんとしたタイプだし、結菜自身も真面目な方だ。

　そんな二人だったが、家の中では随分と変わった。

　コーヒーを淹れて、リビングで向かい合う。

　気持ちを確かめ合ってからは、こうして一緒に過ごす時間も増えていった。

「なにかあったんですか？」

　光一の様子を見て、結菜は尋ねた。

　前なら気づかなかったかもしれないが、今では彼の態度がいつもと違うのが、すぐにわかる。

「ああ……まあ、そうだな」

　結菜に問われるまま、光一は父親とのことを話した。

　契約ではない結婚をするように言われていること。最初が最初だったため、結菜との仲については信じてもらえていないこと。

「そうでしたか……」

　言われて、結菜も考える。

　話を聞く限り、結菜自身に問題があるから、というわけではない。

　光一に対するイメージの問題が大きいようだ。

「それに、仲がいい姿を見せても……噓だと思われて信用されなさそうだしな」

「たしかに」

　光一の呟きに、結菜も頷く。二人の普段とはかなり印象が違う。

　それほどまでにラブラブ、ということではあるのだが、二人を知る人物からのリアリティーはないかもしれない。

　父の反対は結局の所、論理的なものではない。

　契約結婚を行ってつつがなく続けていた二人が、突然これまでとは違い愛し合うようになったというのが信じられない、という印象の問題だ。

　だとすれば、より二人らしい方法で説明ができれば、納得を得られるのかもしれない。

「まあ、父親としては人生設計自体が気になってたみたいだな。……結婚とか孫とか……どこでも同じだろうけど」

「子供……」

　その言葉を聞いた結菜は、光一を見つめる。

　光一に似た男の子など、かなり可愛いに違いない。女の子でも、きっと美人になるだろう。

「……光一さんは、子供とかほしくないんですか？」

　そう尋ねると、彼は驚いたような顔をして、少し考えるようにしてから言った。

「結菜は、子供がほしいのか？」

「はいっ。光一さんの子供なら、きっとすごく可愛いですし」

　そう答えると、光一は笑みを浮かべて、そのまま立ち上がった。

「そうか。じゃ、それもいいかもな」

　そう言うと、光一は結菜の方へと回り、そのまま彼女を抱き上げる。

「こ、光一さん!?」

　いきなりお姫抱っこされた結菜が驚きの声を上げるものの、光一はそのまま彼女を寝室へと運んでいく。

「確かに子供を作れば、本気だってわかるだろうな。俺は、まだしばらくはいいかな、とも思ってたけど」

　二人きりの暮らしが好きだからね、と囁かれ、結菜の身体がびくんと反応する。

　彼に抱きかかえられ、囁かれるだけで身体が熱くなってしまう。

　結菜はそのままベッドまで運ばれ、寝かされる。

　電気をつけないままの部屋の中で、リビングにいたときよりも男らしい光一の顔を見上げた。

「光一さん、んっ」

　結菜は寝そべったまま、ぐいっと彼の顔を引き寄せてキスをした。

「ん……」

　光一はそのままキスを受け入れ、ベッドへと上がってくる。

「結菜……」

　そして彼の手が結菜の服にかかり、そのまま脱がせていった。

　部屋着だったこともあり、すぐに一糸まとわぬ姿にさせられてしまう。

　結菜の服を脱がすのにすっかり手慣れた光一は、そのまま彼女の髪を軽く撫でる。

　撫でられていると、落ち着くような気がする反面、光一の手で高められていくようでもあった。

　相反する二つの感覚は、彼の手が頰、首筋へと降りてくるあたりでどんどんと性感へと傾いていく。

　彼の長い指が鎖骨を撫でて、ゆっくり胸へと向かった。

　それ自体は少しくすぐったいような、気持ちいいようなくらいの刺激だが、何度も肌を重ねた今となっては、この先への期待だけで反応を始めてしまう。

「ん、あっ、あぁ……」

「結菜、もう感じてるのか？　まだ少し触っただけなのに」

「ん、うっ……だって光一さんの指が、あぅっ」

　そういう間に、光一の指は下へ降りていき、乳房に軽く触れる。

　彼の指が胸へと沈み込んでいく光景は、結菜の期待を煽ってくるのだった。

　指先だけでなく、彼の手が胸へと伸びてくる。

　そして豊かな双丘を、優しく揉んでいった。

「んう、あぁっ」

「結菜は敏感で可愛いね」

　光一は徐々に強く柔肉を揉みしだきながら言った。

　指の隙間からはみ出てくる乳肉はとても卑猥で、結菜にそのいやらしさを伝えてくる。

「あうっ、ん、あぁぁっ……」

　見た目だけではなく、内側からも火照ってきて、結菜は自分の身体がとても疼いているのを感じる。

　光一に触れられ、気持ちよくされる中で、どんどんと変えられていってしまった。

　胸を触られている最中も、体の奥から気持ちよさが溢れ、染み出してきている。

「んぅ、あぁ……光一さん、それ、んくぅっ」

「結菜はここ、弱いからな」

　光一の手は結菜の乳首をつまみ、指で弾いてくる。

　敏感なところを責められると快感は大きく、ダイレクトに反応してしまった。

　光一はそのまま両方の乳首を責め始める。

「あ、ダメ、ん、それ、くぅ、んっ……」

「こんなに触ってほしそうにしてるから……ほら」

「んあぁぁっ」

　きゅっと強めにつままれると、結菜の身体がびくんっと跳ねた。

　すっかりと調教されてしまった身体が、彼の手で高められていく。

「あっ、ん、くぅっ、あ、ふぅ、んっ……」

　快感を与えられるまま受け止めていると、思考も白く塗りつぶされ始めた。

「結菜、ちょっと身体を支えて」

　光一に持ち上げられると、彼は結菜の身体をひっくり返して、四つん這いにさせた。

　言われるままに両手脚をベッドに突いた結菜の後ろに、光一が回り込んでくる。

「あっ、だめ、恥ずかしっ、んくぅっ」

　羞恥に脚を閉じようとしたものの、光一の手によってぐいっと開かれてしまう。

「あぁ……ん、そんな、うぅ……」

　後ろから、光一が覗き込んでいるのがわかる。

　大事なところを、無防備な姿勢で熱心に見つめられ、結菜は恥ずかしさで燃えてしまいそうだった。

　しかし同時に、その羞恥はどこか気持ちよく結菜の興奮を煽ってくる。

「結菜、見られて感じてるんだ？　ほら、ここ、ひくってした」

「んひゃっ」

　光一の指が、もう蜜をこぼしている割れ目をそっと撫でてくる。

　見られて昂ぶったところへ直接的な刺激がきて、結菜は快感に押し流される。

「あ、光一さん、ん、くぅっ……」

「結菜のエッチなところ、全部見えてる。顔が見えないのは少し残念だが……ここも十分に素直だな」

「ひゃうっ、あっ、ん、くぅっ……そこ、舐められたら、んぅっ」

　光一の顔が結菜のそこへと近づき、舌先が伸ばされる。

　舌先がねっとりと割れ目を往復し、溢れ出る愛液を舐め取っていく。

「んぁ、あ、くぅっ、んっ……」

「どんどん溢れてくるな。ほら、この中から」

「ひうっ！」

　光一の舌先が割れ目の中へと忍び込み、入り口付近をくすぐる。

　舐められ、必然的にすぐ近くで眺められていることを思うと、結菜の興奮は増していき、それに伴って敏感になっていくのがわかった。

「あうぅ……違……そんなこと、んっ……」

　見られて興奮するなんて、と自分で否定しようとするものの、気持ちよさはどんどんと膨らむ。

　光一の舌が彼女の中へ入り、その内襞を愛撫してきた。

「あぁっ……」

　比較的柔らかな舌が、自由に動き回って刺激してくる。

　羞恥と快感が膨れ上がったところで、はしたない水音を立てながら光一の舌が中から抜かれた。

「んはぁぁぁっ！」

　落ち着いたのは一瞬。

　先ほどまで内側へ伸びていた舌が、最も敏感な淫芽を柔らかく刺激してきた。

　その動きにそぐわない鋭い快感に、油断していた結菜は達してしまう。

「あ、ん、くぅっ……」

　思わず手脚から力が抜けそうになるが、そこは光一が支えてくれた。

「少し休憩するか？　それとも……」

　結菜を気遣うようでいて、光一は少し意地悪な質問をする。

　快感の波が引かないままの結菜は目線で訴えかけるものの、彼は見つめ返してくるばかりだ。

「うぅ……いれてください。私の、中にっ……」

　彼の視線とこの後の行為を期待してしまっている自分に耐えきれず、羞恥に頰を染めながらも口にしてしまう。

「ああ、わかった。結菜が可愛いから、どうしても毎回言わせたくなってしまう」

　上機嫌に言った光一が、結菜のお尻を摑む。

　ハリのある尻肉が彼の指を受け止めると同時に、その手が軽く左右に広げられると、結菜の秘所も開かれてしまう。

　もうすっかりと蜜を垂らし、受け入れる準備の整ったそこに、光一の雄竿が押し当てられる。

「んあっ、あぁっ、熱い、んっ」

　いつもよりはっきりと、その雄幹の熱を感じられた。

　それもそのはずで、普段は間に入っている避妊具が、今日はない。

　彼の興奮の証……その熱と形を、直接感じることができるのだった。

「結菜、いくぞ」

「んっ……」

　その声と共に、結菜の中に雄槍が侵入してくる。

「あふっ、すごっ、熱くて、んっ……」

　光一の楔が膣襞を掻き分けて、奥へと入ってくる。

「うあ……結菜、すごく締め付けてくるな」

「あふっ、光一さんこそ、いつもより、んぁっ……」

　生の挿入はより直接的に、光一の形と体温を結菜へと伝えてきた。

　嵩高の剛直が内側を擦る快楽が、いつも以上に激しく感じられる。

「んっ、あっ、ああぁっ……」

　直接的な交接は、快楽と興奮を絶え間なく溢れさせてくる。

　避妊具なしの、子作りのための交わり。

　後背位という体勢もまた、より動物的で結菜の興奮を煽った。

「ふぁ、あっ、んああっ……奥、までっ……」

　後ろから剛直で突かれ、結菜の深いところまで擦り上げられる。

　隔てるものなく体液が混ざり合い、淫猥な水音を響かせている。

「結菜、そんなに力を入れて締められるとっ……」

　背後から聞こえる、光一のセクシーな声。

　お尻を摑む手の力がわずかに増したのを感じた。

　それと同時に、律動のペースが上がる。

「んはっ、あっ、ああっ……だめ、もう、んくぅっ……」

　いつも以上の快楽に、頭が真っ白になっていく。

　それは熱い彼自身に直接膣襞を擦られる気持ちよさというのももちろんあったけれど、それ以上に繫がっていることそのものの精神的な満足感だった。

　夫婦として、互いの奥で繫がり合う行為。

　新しい命を宿すための行為が、結菜の中にある愛しさをさらに膨らませていく。

「んはぁっ、あっ、光一さん、ん、んぅっ」

　深いところで彼を感じ、結菜はその心地よさに満たされた。

「結菜、愛してる」

　ぐっと剛直を押し込みながらの光一の声が、耳元に届く。

「あ、ああぁぁぁっ！」

　耳朶と子宮で快楽が繫がり、結菜は絶頂を迎えた。

　思考が塗りつぶされ、快楽に全身がびくんっと震える。

　絶頂の媚肉と本能が彼を求め、ねだる様に締め上げる。

　はっきりとわかる彼の形。その雄芯が膨らんだ。

「結菜、このままいくぞ」

「きてっ、ください、んぁ、ああっ」

　光一は抽送を速め、荒々しく結菜の中を往復していった。

　力強い律動が結菜の中を掻き回し、快楽に震える襞を擦り上げる。

「んはぁぁっ、あ、ん、くぅっ」

　先ほど波を迎えたばかりなのに、もう次の波が襲いかかってきた。

　硬くて熱い光一の欲望が、結菜の奥深く、子宮にしっかりと届けようと、何度も入り口をノックする。

「あふっ、あっ、すごいっ……私の、一番奥まで、んぁ、ああっ。光一さんでいっぱいになってるっ……」

「ああ。このまま、中にっ」

　結菜が小さく身を震わせたのと同時に、光一の雄竿が力強く跳ねた。

「あ、んあぁぁぁっ！」

　そしてその熱い快感の証が、結菜の中に放たれていった。

　身体の奥に広がっていくその濁流に、視界まで白くスパークする。

　雄竿によるストロークとは別種の気持ちよさと、彼自身を受け止める満足感。

　初めて放たれるその精を、うっとりと受け入れていった。

「結菜」

　手脚から力が抜ける結菜を、光一が支える。

　雄竿が引き抜かれると、擦り上げられる気持ちよさと同時に、入っていたものが離れてしまう喪失感を抱く。

　それでも、まだ体内には彼の放ったものが確かに感じられていた。

　ふわふわとした感覚で、光一に支えられている。

　光一はそのまま、ゆっくりと結菜をベッドへと横たえた。

「光一さん……」

　彼を見上げたまま、結菜が呟く。

　まだ快楽の余韻にうっとりとする結菜を見て、光一の顔に再び欲望が宿る。

「そんな顔で見られたら、もっと繫がっていたくなる」

　他の人は知らない、男としての、彼の顔。

　その魅惑的な表情に、結菜のお腹の奥がきゅんと疼いた。

「はい、きてください。私の中を、もっと光一さんで満たして……」

　そう言うと、彼はぎゅっと結菜を抱き締める。

　厚い胸板を感じながら、結菜も彼の背中に腕を回す。

　筋肉質で硬い背中に彼の匂いが香る。

　二人は横向きに抱き合ったまま、互いの体温を感じていた。

　程なくして、光一が腰を動かす。

　まだ快感の余韻を十分に残す結菜の入り口に、彼の雄幹があてがわれた。

「んっ、ふぅ、んっ」

　体勢のせいか、いつもよりもゆっくりと、雄芯が結菜の中へと入ってくる。

　秘筒はそれをスムーズに受け入れ、奥へと導いた。

　横向きで抱き合ったまま、ゆっくりと腰を動かしていく。

「ふっ、あっ、あぁっ……」

　先ほどの激しいものとは違う、じんわりとした快感に満たされた。

　後ろから突かれていたときよりも近くに光一を感じる。

「結菜」

「んっ」

　光一が優しくキスをして、結菜は小さく声を漏らした。

　彼の手がゆっくりと背中を撫でてくる。

　優しい手の感触に安心して、ぎゅっと彼にしがみついた。

　光一そのまま、ゆっくりと動いていった。

「光一さん、なんだか……」

「どうした？」

　いつもより緩やかな繫がりは、彼をすごく近くに感じる。

　理性が溶けるほどの波に襲われない分、少し冷静なのがかえって気恥ずかしいような気がした。

　結菜の蜜路は柔らかく光一を包み込んでいる。

　すぐ側にある彼の顔。吐息すら感じられる状態でまっすぐに見つめられて、結菜は思わず目をそらした。

「ほら、顔を背けないで」

　しかし光一の声がして、すぐに顔を戻されてしまう。

「あうっ、んっ……」

　至近距離で見つめられて恥ずかしさを感じるのと同時に結菜の女筒がきゅっと反応してしまう。

　直接触れている今は、それもしっかりと伝わってしまっているだろう。

　光一はそのまま、ゆっくりと腰を動かし続ける。

　結菜の蜜洞が、雄竿の形に広げられ、なじんできていた。

　彼の形にされていることを感じて、結菜の奥からさらに愛液が溢れる。

「結菜は、すぐにでも子供がほしい？」

「すぐに、じゃなくてもいいです。でも、光一さんに似てたら、可愛いですよ」

「俺は、結菜に似ていた方が可愛いと思うけどね」

　そう言いながら、光一が軽く首筋に唇を落とした。

「きっと、実際に生まれたら可愛いだろうけど、結菜を取られちゃいそうで心配だ」

「そんなこと、んっ、赤ちゃんができても、光一さんのことが大好きです」

「そう？」

　嬉しそうに言った光一が、首筋から胸の方へと口を降ろしてきた。

　そしてそのまま、つんと尖っている乳首を口に含む。

「あっ、や、そんなに、んぅっ」

　乳首を唇で挟まれ、結菜が甘い声を漏らした。

「んあぁっ」

　光一がちゅぅっと乳首を吸って責めてくる。

「そんな、あっ、赤ちゃんみたいに、んぅっ」

「結菜は赤ちゃんに吸われても、こんな風に感じちゃうのか？」

「そんなこと、んぁっ、ないですっ……。光一さんの吸い方が、ん、くぅっ」

　愛撫されて声を漏らす姿を見上げられ、結菜の快感が膨らむ。

　そして女筒が締まったせいか、光一の雄竿がさらに大きくなったように感じられた。

　直接触れ合っていると、変化も察知しやすい。

「あまり敏感になりすぎないように、この辺しておこうか」

　光一はそう言って乳首から口を離すと、再び結菜の正面へと戻る。

「んぁ、あ、ああっ……」

　律動は緩やかながら、確実に快感を蓄積させていく。

　慈しむような腰使いに、じわじわと溶かされていくようだった。

　それに、避妊具なしの子作りで、これまで以上に彼を感じられる。

「結菜……」

　それは彼も同じようで、動きそのものは緩やかながら、彼もまた結菜の中で快楽に包まれているのがわかった。

「光一さん、また、私の中に出してください……んっ、赤ちゃん、できるまで、いっぱい」

「ああ」

　頷いた光一が、キスをする。

　そして至近距離で囁いた。

「そんな風に可愛くお願いされたら、止まれなくなりそうだ」

　少しだけ律動が速くなる。

　蜜路を往復するその形がはっきりと伝わり、互いの粘膜を擦り合わせ高め合う。

「あっ、んっ、ああぁ」

　ぎゅっと抱き締めながら、全身で彼を感じた。

　ずっとこうしていたい。

　光一をしっかり受け止めながら、結菜は高められていく。

　互いに気持ちよくなって、快楽を混じり合わせた。

　他のすべてが消え去って、ただただ互いだけを感じる。

「ふぁ、あああっ、ん、くぅぅっ！」

　絶頂を迎えた結菜の中で、光一の雄幹が脈動する。

「あふっ、ん、あぁっ……中に、すごい、出てるっ……」

　勢いよく飛び出した射液が、結菜の中を満たしていった。

「結菜……」

　しっかりと奥へと証を届けた光一が、結菜の顔をそっと撫でる。

　大きな手を感じながら、結菜はうっとりと微笑んだ。

「結菜、ずっと一緒だ」

「はい」

　光一の父親も、いつかわかってくれるだろう。

「ずっと、離さない」

　彼の体温を感じながら、結菜は満たされた気持ちで、ぎゅっと光一を抱き返すのだった。





●






　結菜はパソコンに向かい、資料を作成していた。

「何をしてるんだ？」

　尋ねながら、光一が後ろから画面を覗き込む。

「プレゼンをしようと思うんです。ただ挨拶に行って認めてもらうよりも、私たちらしいと思いませんか？」

「……なるほど」

　結菜の言葉に、光一は深く頷いた。

　結婚の挨拶として一般的とは言い難いものの、説得を行うには悪くない。

　丁寧な型通りの挨拶では二人へのイメージを固めている父の印象をひっくり返せないだろう。

　その点、プレゼンを行うというのは事務的で利害を重視するというイメージに合っている。その上で中身はいかに自分たちが好き合っているか、というものだ。

　学生結婚などというのならともかく、結菜たちはもういい大人だし親の許しが必要という状態ではない。

　それでも光一の父が今更になって口を出してきたのは、息子である光一と、彼の都合に巻き込んでしまったと思っている結菜の幸せを考えてのことだ。

　これまで積み重ねてきたものと、仕事で成功してきた光一の姿があるからこそ、冷静な光一の言葉は届かない。

　必要なのは結菜の、心からの言葉だ。

「面白い発想だな。何か俺にできることはあるか？」

「そうですね――」

　昔とった杵柄というわけではないけれど、結菜はテキパキとプレゼン資料をまとめ上げていくのだった。

「これなら、認めてもらえそうだな」

　完成した資料を見て、光一が呟いた。その表情には感心が浮かんでいる。

　彼に認められるというのはなんだか気恥ずかしくも嬉しいものだった。

「なんだか、冷静になると、ちょっと心配な感じもしますが……」

　結菜がそう口にすると、光一は落ち着いた声で言った。

「大丈夫だ。自信を持っていい」

　そう言って、優しく頭を撫でてくる。

　丁寧なその手つきは少しくすぐったく、心地いい。

　最近では珍しくなくなった光一の甘い様子に、彼と一緒なら大丈夫と思えるのだった。







エピローグ　二人の結婚式








　なだらかな海岸沿いの、小高い丘に立つ教会。

　透き通るような青い空と、日本では見られないほど青い海。

　二人が契約をしてから二年以上が過ぎ、そしてその後、改めて二人で暮らし始めてから数ヶ月が過ぎた。

　契約として距離を取って過ごしてきた二年間を取り戻してあまりあるほどの新婚夫婦らしさ見せつけている二人。

　それと同時に、光一も仕事から離れ、二人は今、海外を訪れていた。

　今度は本当の夫婦として、結婚式を挙げるためだ。

　披露宴のような対外的なものはもう大々的に行っているので、今回は身内だけでの式になる。

　日本でやっても話題になってしまうから、どうせならと景色のいい教会を選んで海外で式を挙げることになったのだ。

　式の後は、二人で観光も行う予定だ。

　数日間はこちらでゆったりと過ごす。

「こんな風に余裕のある生活を送れるようになったのは、結菜のおかげだな」

　と、光一は昨日こちらに着いたとき言っていた。

　結菜は控え室でウエディングドレスを着せてもらう。

　日本で着たときはアピールの要素が強く、デザインも華やかなものだったが、今回は純粋に結菜に合うものだった。

　結菜自身も、大仕事といったあのときと違い、今回は少しの気恥ずかしさや期待、温かさなど様々なものを感じていた。

「結菜……」

　控え室に入ってきた光一は、ドレス姿の彼女を見て、そのまま固まった。

「すごく綺麗だ」

　甘さたっぷりにそう言うと、そのまま抱き締めようとして、側に控えたスタッフを目にして堪えたようだった。

「光一さんもかっこいいですよ」

　ぴしりとタキシードを着こなす光一は、そのスタイルの良さを引き立たせており、相変わらずスマートだ。

　同じようにのろける結菜に、光一は笑顔を浮かべる。

　今ではすっかりと見慣れた、彼の笑顔だ。

　クールだ、冷徹だと言われる彼だが、結菜の前ではこうして柔らかな表情を浮かべることが多い。

　光一と契約したばかりの頃の結菜が知ったら、驚くだろう。

　そう思うと、なんだが随分と遠いところに来たような気がする。

　最初は破格の契約結婚で、二年間という期間と同時に、辞めようと思っていたのに。

　今では光一と笑い合い、かけがえのない時間を一緒に過ごしている。

　契約上の関係ではなくなり、本当の夫婦として暮らしているのだ。

　そして、これからも。

　今日の式には、結菜の両親と光一の両親も来ている。

　一度は「契約を解消し、ちゃんとした結婚をするように」と言っていた光一の父親も、結菜のプレゼンを受けて、考えを改めてくれていた。

　突然のプレゼンに最初は驚きと半ば呆れを見せた父親だったが、その中身――結菜の心情と光一の素敵さについて――を提示されると、最後には感動してくれていた。

　結菜に感謝し、光一に「彼女を大切にするように」とこぼして「当たり前」と返されていたのだった。

　今では二人の結婚を喜び、今回の式にも一番期待しているのではないかというほどだ。

　何がどう転がるか、わからないものだな。

　そんなことを考えながら、結菜は案内されて式へと向かう。

　身内だけが待つ教会は、ステンドグラスとその向こうに広がる青空のおかげで、とても明るい。

　幻想的でありながら、堅苦しくはない雰囲気の中で、式が始まる。

　進行していく中で、結菜は隣に並ぶ光一を見つめた。

　整った横顔。

　ふと視線に気付いた彼が軽く結菜の方へ目を向ける。

　無言で小さく笑いかけてくれる彼の表情は、結菜だけが知っているものだ。

　誓いの言葉を交わすと、指輪交換を行い、見つめ合う。

「これからも、ずっと一緒だ。結菜、好きだよ」

「私もです、光一さん」

　そして、二人はキスを交わした。

　契約や期間限定ではない、本当の結婚。

　順番はおかしかったけれど、たどり着いた今は、本当に愛し合うことができている。

　結菜は幸せを感じながら、光一を見つめる。

　そしてもう一度、キスを重ねるのだった。







あとがき








　はじめまして、白しら雪ゆき優ゆ愛あと申します。

　今回、濃蜜ラブルージュ様で『契約期間が終わったので離婚してもいいですか？』を書かせていただきました。お手にとっていただき、ありがとうございます。

　本作は契約結婚をテーマに書かせていただきました。

　普通なら契約で結婚することになり、生活が一新、というところから始まることが多いと思うのですが、本作ではすでに契約結婚を行った後、ひとまずの契約期間を終えて、離婚しようとするところから始まります。

　契約夫婦として必要以上に干渉せず上手くやってきて、仕事相手としての信頼はある中で『転職』しようとしたところ、引き止められるばかりか、それをきっかけに同棲することになり――というお話になっております。

　冷静で厳しく、女性嫌いと噂のあるＣＥＯが主人公にだけ見せる優しさや積極性はいいですよね。

　そしてやっぱり、スーツ姿は定番！

　書類上はすでに夫婦だけれどビジネスの距離にある二人が、離婚を切り出したことで急接近するドキドキ感も楽しんでいただけると幸いです。

　最後に謝辞を。

　本作を担当してくださった編集様、今回もどうにか完成までこぎつけたのは様々なお力添えがあってのことです。ありがとうございました。

　イラストを担当してくださったアオイ冬ふゆ子こ様、かっこよく色気のある光一と、綺麗な結菜を描いてくださり、本当にありがとうございます！

　そしてこの作品を手にしてくださった皆様に、大きな感謝を。

　またどこかでお会いできることを願っております。






白雪優愛










【著者紹介】

濃蜜ラブルージュ様の二作品目になります！

皆様の応援のおかげです。これからもよろしくお願いします！







濃蜜ラブルージュ

契けい約やく期き間かんが終おわわったので離り婚こんしてもいいですか？

～隠かくれ肉食系CEOにくしょくけいシーイーオーと別わかれるためにあえて淫いん乱らんになります！～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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